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○年少射撃資格の認定のための講習会（年少射撃資格講習会）の開催
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○令和７年度福岡県職員採用選考試験（後期）の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人事委員会事務局任用課）……………32

　福岡県告示第583号

　福岡県税条例（昭和25年福岡県条例第36号）第14条第１項の規定に基づき、災害に伴

う県税の期限の延長（令和６年１月福岡県告示第50号の２）において別に告示で定める

こととされている期日のうち、次の表に掲げる地域に住所又は居所の所在地（法人等に

あっては、主たる事務所又は事業所の所在地）がある者に係るものについては、その納

期限等が令和６年１月１日から令和７年10月30日までの間に到来するものについて、同

月31日とする。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

告　　　示
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　　豊前市大字求菩提361の３（次の図に示す部分に限る。）

２　保安林として指定された目的

　　水源の涵
かん

養

３　解除の理由

　　道路用地とするため

　（「次の図」は、省略し、その図面を福岡県農林水産部農山漁村振興課及び豊前市役

所に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第586号

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第２項の規定に基づき、次の道路の供用を令

和７年10月３日から開始する。

　その関係図面は、この告示の日から２週間、関係県土整備事務所において一般の縦覧

に供する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

県土整備
事務所名 路 線 名 供　用　開　始　の　区　間

八　女 八　女
香　春 線 八女市上陽町北川内６番１先から

八女市上陽町北川内19番５先まで

　福岡県告示第587号

　糸島市泊土地区画整理事業の施行者である糸島市泊土地区画整理組合から、換地処分

を完了した旨の届出が令和７年８月22日付けであったので、土地区画整理法（昭和29年

法律第119号）第103条第４項の規定により公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

　公告

　福岡県行政手続条例（平成８年福岡県条例第１号）第37条第４項第８号の規定に基づ

公　　　告

県　　　　名 地　　　　　　　　　域

石川県 輪島市、珠洲市、鳳珠郡穴水町、鳳珠郡能登町

　福岡県告示第584号

　森林法（昭和26年法律第249号）第26条の２第２項の規定に基づき、保安林の指定の

解除をするので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のよう

に告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１⑴　解除に係る保安林の所在場所

　　　築上郡築上町大字岩丸663の68

　⑵　保安林として指定された目的

　　　水源の涵
かん

養

　⑶　解除の理由

　　　一般送配電事業用地とするため

２⑴　解除に係る保安林の所在場所

　　　築上郡築上町大字岩丸1861の４、1861の５、1862の９

　⑵　保安林として指定された目的

　　　土砂の流出の防備

　⑶　解除の理由

　　　一般送配電事業用地とするため

　福岡県告示第585号

　森林法（昭和26年法律第249号）第26条の２第２項の規定に基づき、保安林の指定の

解除をするので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のよう

に告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　解除に係る保安林の所在場所
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るのか。
　公共施設として管理協定を締結することによ
って担保を取る必要があるため、改正案の「公
共施設としない」取扱いには反対する。

うものの、単独敷地における自己用の防
火水槽は、主として開発区域の敷地内に
建築される建築物の防火用に供するもの
であり、第三者の利用を目的とするもの
ではないため、公共施設とはしないこと
を明確にするよう、基準案を見直しまし
た。

・当初案では、オンサイト調整池は公共施
設としないこととしていましたが、公共
施設として管理協定を締結したうえで管
理する必要性がある場合も考えられるた
め、基準案を見直しました。

　幅員１m未満の水路・側溝は原則蓋掛けとす
れば幅員は広がるが維持管理がしづらくなるの
で、水路管理者や道路管理者の意見を聞くべき
である。

　御意見を踏まえ、幅員１m未満の水路・
側溝がある場合は、水路管理者や道路管理
者と協議の上、原則蓋掛けとすることとし
、改正案を修正しました。

　改正案では公園、緑地又は広場の設置に係る
開発区域の面積の最低限度を緩和する条例を制
定した市町村を記載しているが、制定のたびに
その都度審査基準を改正しなければならないの
で、具体的な市町村名は削除したほうが良い。

　御意見を踏まえ改正案を修正しました。

　改正案では最低敷地面積は有効面積によるこ
ととしているが、有効面積の定義が不明確なの
で記載すべきである。
　また改正案は、表に記載以外の区域以外は有
効面積でみるが、表に記載の区域は有効面積で
みないように読めるが、そのような趣旨なのか
。

　御意見を踏まえ次のとおり改正案を修正
しました。
・有効面積の定義を記載するよう見直しま

した。
・表に記載の区域においても建築物の敷地

面積は有効面積でみるよう明確化しまし
た。

　改正案では使用者変更の使用期間を「10年以
上」に変更しているが、何らかの準用している
基準等はあるのか、変更を行う理由は何か。
　また、改正前に建てた農家住宅についても、
改正後の基準を適用するのか。

　使用者変更の使用期間について準用して
いる基準等はありませんが、開発許可制度
運用指針において、法に基づく許可を受け
て建築された後相当期間適正に利用された
建築物のやむを得ない事情により用途変更
する場合の適正利用の相当期間を「10年程
度」としていることや、他の許可権者が定
める基準を参考として、改正案のとおり変
更することとしました。
　現行の基準では、農業従事者用住宅等の
使用者制限が課せられた建築物を５年使用
したのみで、使用者を変更し属人性を外す
事例が散見され、相当期間適正に利用する
という基準の趣旨にそぐわないと考えられ
るため、改正案のとおり使用期間を厳格化
する変更を行います。
　また、改正前に建てた農家住宅に改正後
の基準を適用することは遡及適用であり建
築主の利益を害するため、基準改正後に建

き、意見公募手続を実施しないで福岡県住民基本台帳法施行細則（平成14年福岡県規則

第56号）の一部改正を行ったので、次のとおり公示します。

　なお、関連資料については、福岡県ホームページ（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/

）に掲載するほか、福岡県企画・地域振興部市町村振興局行財政支援課に備え置きます

。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　意見を募集しなかった理由

　　福岡県住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例（令和７年福岡県条例第33号

）の制定に伴い、当然必要とされる規定の整理を行うものであり、福岡県行政手続条

例第37条第４項第８号の規定に該当するため、同条第１項に規定する意見公募手続を

実施しなかったものである。

２　規則の公布日

　　令和７年10月３日

　公告

　都市計画法に基づく開発行為等の審査基準の一部改正案について、令和７年７月29日

から同年８月27日までの間、御意見を募集したところ、７件の御意見の提出がありまし

た。御意見の概要及び御意見に対する考え方を下記のとおり取りまとめましたので、公

表いたします。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　意見の概要と考え方

意見の概要 意見に対する考え方

　敷地拡張の場合の審査手数料の相談先を「県
都市計画課」から「県開発・盛土指導課」に変
更する必要がある。

　御意見を踏まえ改正案を修正しました。

　改正案では公共施設の単独敷地の防火水槽及
びオンサイト調整池を公共施設としないとして
いるが、将来にわたっての担保はどのようにと

　御意見を踏まえ次のとおり改正案を修正
しました。
・原則的に防火水槽は公共施設として取扱
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　公告

　「盛土規制法に関する技術的基準（案）」について、令和７年８月１日から同年９月

１日までの間、御意見を募集したところ、１件の御意見の提出がありました。御意見の

概要及び御意見に対する考え方を下記のとおり取りまとめましたので、公表いたします

。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　意見の概要と考え方

意見の概要 意見に対する考え方

１

第２章　擁壁に関する技術的基準　内径
50mmの水抜き穴の場合は２㎡に１箇所以
上、内径75mm以上の水抜き穴の場合は３
㎡に１箇所以上とありました。
確か、開発許可・宅地防災法令要覧で、改
正前の宅造法の過去の国と都道府県での照
会のなかには、法文どおりの75ミリ以下の
水抜き穴は認めない回答がされていたかと
思います。

改正後の宅地造成及び特定盛土等規制法の
技術的基準については、宅地造成及び特定
盛土等規制法施行令の規定はもとより、実
運用のための細部について規定する必要が
あるため、国から技術的助言として示され
た「盛土等防災マニュアル」や他法令の規
定なども参考として検討を行っております
。
その際、現行の他法令による運用との整合
を図る観点から、「都市計画法に基づく開
発行為等の審査基準（福岡県建築都市部都
市計画課）」の規定を考慮のうえ、県とし
ては、擁壁の水抜き穴については、原案に
記載の内容にて運用することとしておりま
す。

２　公布日

　　令和７年９月24日

３　問合せ先

　　建築都市部開発・盛土指導課盛土規制係

　　電話：092－643－3762

　　メールアドレス：moridokisei@pref.fukuoka.lg.jp

　公告

　福津市の区域内において発生した令和７年８月６日からの低気圧と前線による大雨に

伴う災害が、令和７年８月10日に被災者生活再建支援法（平成10年法律第66号）の対象

築された農家住宅のみに改正後の基準を適
用します。

　改正案では「（10年以上農林漁業従事者であ
ることが確認できる資料の提出が必要）」とし
ているが、耕作証明により10年以上農業者であ
ることを証明できず、遡って10年分の耕作証明
を取得することもできない。そのため、その他
の書類の提出が必要と考えられるが、10年以上
分の確定申告書の控えを保管している農業従事
者は稀であり、確認は困難である。改正案が施
行されれば、農家住宅の使用者変更は難しくな
ることが懸念されるが、具体的にどのような資
料を提出すれば農林漁業従事者であることの確
認が可能であると考えているか。

　使用期間に係る基準が改正されたとして
も、業として従事していることが確認でき
る資料の提出が必要であるという取扱いに
は何ら変更はありませんので、現行どおり
確定申告書の写しや注文書や納品書分の写
しにより確認を行います。

２　公布日

　　令和７年10月１日

３　問合せ先

　　建築都市部開発・盛土指導課開発第一係、開発第二係

　　電話：092－643－3715

　　メールアドレス：kaimori@pref.fukuok.lg.jp

　公告

　次の開発行為に関する工事が完了したので、都市計画法（昭和43年法律第100号）第

36条第３項の規定により公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　開発区域に含まれる地域の名称

　　古賀市久保字上ノ原1019番２、1020番２、1021番４、1022番１及び1022番５から

1022番15まで

２　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　福岡市東区松島六丁目６番33号

　　株式会社よかタウン

　　代表取締役　野島　幸司
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愛真ヘルパーステーシ
ョン
太宰府市石坂一丁目４
番26号　コーポＫ103
号

株式会社まつしん 令和７年８月１日

訪問看護 4060590124

訪問看護ステーション
向日葵
福津市福間駅東一丁目
６－５　メゾン・ド・
プレジール202号

合同会社ウェル・ク
レアティーヴォ 令和７年６月１日

〃 4065690499

訪問看護ステーション
・福来
田川市魚町14－26　Ｃ
102

株式会社一典 令和７年６月１日

〃 4066290166

訪問看護ステーション
暮愛
中間市東中間三丁目３
番６号

株式会社ｃｋｈａｐ
ｐｙ 令和７年６月１日

〃 4067390148

訪問看護ステーション　
すぺーすしっぷ
京都郡苅田町新津一丁
目４－６　カリブ202

株式会社ｐｏｓｓｉ
ｂｉｌｉｔｙ 令和７年６月１日

〃 4061690311

訪問看護ステーション
あん
春日市須玖南四丁目37
番地

株式会社ＲＥＩ 令和７年７月１日

〃 4062190162
訪問看護ステーション
かたり
八女市納楚310

合同会社訪問看護ス
テーションかたり 令和７年７月１日

〃 4065690507
訪問看護　一縁
田川市伊加利809　ス
マイルホーム101号

株式会社つくし 令和７年７月１日

〃 4066190275

訪問看護ステーション　
オレンジ
遠賀郡水巻町猪熊五丁
目２－10

合同会社オレンジ 令和７年７月１日

〃 4060690197

訪問看護ステーション
ＯＨＡＮＡ
宗像市平井三丁目８番
18号　セジュール平井
202号

株式会社Ｈａｃｈｉ
321 令和７年８月１日

〃 4062090198

Ｓｍｉｌｅ訪問看護ス
テーション
糸島市前原東一丁目６
番８号

有限会社スマイル・
グット 令和７年８月１日

となる自然災害に該当することとなったので、公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

　公告

　介護保険法（平成９年法律第123号）第41条第１項の規定に基づき、指定居宅サービ

ス事業者の指定をしたので、同法第78条第１号及び介護保険法施行規則（平成11年厚生

省令第36号）第131条の２の規定により、次のように公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

サービス
の種類

介 護 保 険
事業所番号

事業所の名称
及び所在地

事業者の名称
又は氏名

指　　　定
年　月　日

訪問介護 4072801725
エル介護サービス
中間市土手ノ内三丁目
８－25　Ｂ101

株式会社クロスサイ
ド 令和７年６月１日

〃 4072900956

ちくごヘルパーステー
ション
小郡市小郡2503番地　
フッサクレスト104号
室

一般社団法人ＣＡＲ
Ｅプラス 令和７年６月１日

〃 4073601207

訪問介護　にこっと
古賀市今の庄二丁目13
－24　グランシャリオ
古賀Ｂ101号

合同会社ｎｉｃｏｔ
ｔｏ 令和７年６月１日

〃 4073900369

ヘルパーステーション　
メロディー
糟屋郡篠栗町津波黒二
丁目22－32　城戸ビル
101号

合同会社ｍｅｌｏｄ
ｙ 令和７年６月１日

〃 4073302129

ヘルパーステーション
集楽・Ⅱ
宗像市日の里五丁目１
－21

株式会社デザイン・
テクト 令和７年７月１日

〃 4072100961
訪問介護ステーション　
ももちび
嘉麻市漆生1235－87

合同会社ももちび 令和７年８月１日
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号 訪問介護 4074100431

ヘルパーステーション
紡ぎ
糟屋郡須恵町新原477
番地１

株式会社ハート･ビ
ート 令和７年６月30日

〃 4073001614

ケアネットはーとぴあ
筑紫野市岡田三丁目11
番地１　ほほえみタウ
ンＡ棟

社会福祉法人はーと
＆はーと 令和７年７月31日

〃 4074500184
ゆーあいケア
福津市中央六丁目11番
12号

特定非営利活動法人
福間ゆーあいの会 令和７年７月31日

〃 4079500338

ケアサービスセンター
このみ
田川郡糸田町920番地
77

有限会社このみ 令和７年７月31日

〃 4079900421
訪問介護　希望の星
田川郡大任町今任原
1706番地

株式会社　明和 令和７年７月31日

〃 4075100877

丘の上ヘルパーステー
ション
遠賀郡岡垣町中央台六
丁目９番４号　102

株式会社あかり会 令和７年８月31日

〃 4075500530

有限会社クローバーサ
ポートセンター
宮若市長井鶴294番地
７

有限会社クローバー
サポートセンター 令和７年８月31日

訪問看護 4060490333

すこやか　訪問看護ス
テーション
糟屋郡宇美町障子岳南
二丁目22番10号

株式会社ハート･ビ
ート 令和７年６月30日

〃 4061690261

訪問看護ケアプラス笑
顔
春日市光町三丁目２番
２号　中野ビル10Ａ号
室

合同会社えん 令和７年６月30日

〃 4062490059

訪問看護ステーション　
てとて
朝倉市来春116－２　
チェリーメイトＡ棟

有限会社アソカ 令和７年６月30日

〃 4062590007
大川三潴訪問看護ステ
ーション
大川市郷原482－24

一般社団法人　大川
三潴医師会 令和７年７月１日

〃 4062390127
あいず訪問看護ステー
ション筑後
筑後市熊野1435番地13

株式会社トライティ
ア 令和７年８月１日

〃 4067390130

訪問看護ステーション　
さくら
京都郡みやこ町勝山黒
田871－1　恵ビル102

株式会社ｆｉｒｓｔ 令和７年８月１日

通所介護 4072801733 デイサービス　桜の木
中間市七重町11番７号 株式会社桜の木 令和７年６月１日

〃 4073101851

Ｌｅｔ’ｓリハ春日
春日市下白水北三丁目
15　ラヴィーエヒナタ
春日西１階１号室

株式会社桜十字 令和７年７月１日

短期入所
生活介護 4071503983

特別養護老人ホーム　
こもれび
大牟田市中町一丁目４
番地１

社会福祉法人それい
ゆ 令和７年６月１日

福祉用具​
貸与 4073800767

ハンド
糟屋郡宇美町光正寺三
丁目２番16号　101

ｈａｎｄ．Ｒ株式会
社 令和７年７月１日

〃 4072201181
福祉用具貸与リアンド
朝倉市甘木1785番地１
　201

株式会社ＲｅＡＮＤ 令和７年８月１日

特定福祉
用具販売 4073800767

ハンド
糟屋郡宇美町光正寺三
丁目２番16号　101

ｈａｎｄ．Ｒ株式会
社 令和７年７月１日

〃 4072201181
福祉用具貸与リアンド
朝倉市甘木1785番地１
　201

株式会社ＲｅＡＮＤ 令和７年８月１日

　公告

　介護保険法（平成９年法律第123号）第75条第２項の規定に基づき、指定居宅サービ

ス事業者から事業の廃止の届出があったので、同法第78条第２号及び介護保険法施行規

則（平成11年厚生省令第36号）第131条の２の規定により、次のように公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

サービス
の種類

介 護 保 険
事業所番号

事業所の名称
及び所在地

事業者の名称
又は氏名

廃　　　止
年　月　日
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サービス
の種類

介 護 保 険
事業所番号

事業所の名称
及び所在地

事業者の名称
又は氏名

指　　　定
年　月　日

介護予防
訪問看護 4060590124

訪問看護ステーション
向日葵
福津市福間駅東一丁目
６－５　メゾン・ド・
プレジール202号

合同会社ウェル・ク
レアティーヴォ 令和７年６月１日

〃 4065690499

訪問看護ステーション
・福来
田川市魚町14－26　Ｃ
102

株式会社一典 令和７年６月１日

〃 4066290166

訪問看護ステーション
暮愛
中間市東中間三丁目３
番６号

株式会社ｃｋｈａｐ
ｐｙ 令和７年６月１日

〃 4061690311

訪問看護ステーション
あん
春日市須玖南四丁目37
番地

株式会社ＲＥＩ 令和７年７月１日

〃 4062190162
訪問看護ステーション
かたり
八女市納楚310

合同会社訪問看護ス
テーションかたり 令和７年７月１日

〃 4065690507
訪問看護　一縁
田川市伊加利809　ス
マイルホーム101号

株式会社つくし 令和７年７月１日

〃 4066190275

訪問看護ステーション　
オレンジ
遠賀郡水巻町猪熊五丁
目２－10

合同会社オレンジ 令和７年７月１日

〃 4060690197

訪問看護ステーション
ＯＨＡＮＡ
宗像市平井三丁目８番
18号　セジュール平井
202号

株式会社Ｈａｃｈｉ
321 令和７年８月１日

〃 4062090198

Ｓｍｉｌｅ訪問看護ス
テーション
糸島市前原東一丁目６
番８号

有限会社スマイル・
グット 令和７年８月１日

〃 4062390127
あいず訪問看護ステー
ション筑後
筑後市熊野1435番地13

株式会社トライティ
ア 令和７年８月１日

〃 4061590032

訪問看護ステーション
あかね
大野城市東大利一丁目
13番27－２号

あかね株式会社 令和７年８月31日

通所介護 4071502647
デイサービスばんこ
大牟田市三池357番地
５

有限会社ユニオン 令和７年６月１日

〃 4073301485
匂花
宗像市牟田尻字川渕
1616番地

株式会社リライウェ
ルフェア 令和７年６月15日

〃 4070001054
デイサービス太陽
築上郡築上町下別府
1533番地の１

社会福祉法人若杉会 令和７年６月30日

〃 4075101149

デイサービスセンター
結音
遠賀郡岡垣町公園通り
一丁目13番２号

株式会社ｒｅａｌｉ
ｚｅ 令和７年６月30日

〃 4072801170
中間市松ヶ岡デイサー
ビスセンター
中間市松ケ岡２番１号

有限会社コスモケア 令和７年７月31日

〃 4073400865

丸山病院デイサービス
さくらの里
太宰府市坂本一丁目３
番２号

医療法人　恵山会 令和７年８月１日

〃 4075100802

芸術を楽しむ人と恋人
達
遠賀郡岡垣町中央台六
丁目10番９号

株式会社あかり会 令和７年８月31日

特定施設
入居者

生活介護
4071503397

介護付有料老人ホーム
ゆずりは
大牟田市東新町二丁目
１番地１

社会福祉法人　木犀
会 令和７年８月31日

　公告

　介護保険法（平成９年法律第123号）第53条第１項の規定に基づき、指定介護予防サ

ービス事業者の指定をしたので、同法第115条の10第１号及び介護保険法施行規則（平

成11年厚生省令第36号）第140条の23の規定により、次のように公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　
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号 〃 4062490059

訪問看護ステーション　
てとて
朝倉市来春116－２　
チェリーメイトＡ棟

有限会社アソカ 令和７年６月30日

〃 4062590007
大川三潴訪問看護ステ
ーション
大川市郷原482－24

一般社団法人　大川
三潴医師会 令和７年７月１日

〃 4061590032

訪問看護ステーション
あかね
大野城市東大利一丁目
13番27－２号

あかね株式会社 令和７年８月31日

介護予防
特定施設
入居者生
活介護

4071503397

介護付有料老人ホーム
ゆずりは
大牟田市東新町二丁目
１番地１

社会福祉法人　木犀
会 令和７年８月31日

　公告

　建築基準法（昭和25年法律第201号）第42条第１項第４号の規定に基づき、次のよう

に道路を指定したので、建築基準法施行規則（昭和25年建設省令第40号）第10条第１項

の規定により公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

指定番
号

指定
年月日 指定期間 道路の位置 道路の延長

（ｍ）
道路の幅員

（ｍ）

７福整
第442号

令和７年
５月14日

令和８年
12月１日

まで

起点：糟屋郡粕屋町大字大隅字扇
557番１地先
終点：糟屋郡粕屋町大字大隅字満
田657番２地先

265.00 13.20～
16.00

７福整
第442号

－２

令和７年
５月27日

令和９年
５月26日

まで

起点：糟屋郡篠栗町大字和田413
－３地先
終点：糟屋郡篠栗町大字和田603
－６地先

254.65 12.0

７福整
第442号

－３

令和７年
６月６日

令和９年
３月31日

まで

起点：糟屋郡新宮町大字三代字大
森861－１
終点：糟屋郡新宮町大字三代字今
ノ浦340－６、341－８、水路の一
部

890.9 23.25～
26.25

〃 4067390130

訪問看護ステーション　
さくら
京都郡みやこ町勝山黒
田871－１　恵ビル102

株式会社ｆｉｒｓｔ 令和７年８月１日

介護予防
短期入所
生活介護

4071503983

特別養護老人ホーム　
こもれび
大牟田市中町一丁目４
番地１

社会福祉法人それい
ゆ 令和７年６月１日

介護予防
福祉用具

貸与
4073800767

ハンド
糟屋郡宇美町光正寺三
丁目２番16号　101

ｈａｎｄ．Ｒ株式会
社 令和７年７月１日

〃 4072201181
福祉用具貸与リアンド
朝倉市甘木1785番地１
　201

株式会社ＲｅＡＮＤ 令和７年８月１日

特定介護
予防福祉
用具販売

4073800767
ハンド
糟屋郡宇美町光正寺三
丁目２番16号　101

ｈａｎｄ．Ｒ株式会
社 令和７年７月１日

〃 4072201181
福祉用具貸与リアンド
朝倉市甘木1785番地１
　201

株式会社ＲｅＡＮＤ 令和７年８月１日

　公告

　介護保険法（平成９年法律第123号）第115条の５第２項の規定に基づき、指定介護予

防サービス事業者から事業の廃止の届出があったので、同法第115条の10第２号及び介

護保険法施行規則（平成11年厚生省令第36号）第140条の23の規定により、次のように

公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

サービス
の種類

介 護 保 険
事業所番号

事業所の名称
及び所在地

事業者の名称
又は氏名

廃　　　止
年　月　日

介護予防
訪問看護 4060490333

すこやか　訪問看護ス
テーション
糟屋郡宇美町障子岳南
二丁目22番10号

株式会社ハート･ビ
ート 令和７年６月30日

〃 4061690261

訪問看護ケアプラス笑
顔
春日市三丁目２番２号　
中野ビル10Ａ号室

合同会社えん 令和７年６月30日
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　公告

　建築基準法（昭和25年法律第201号）第42条第１項第５号の規定に基づき、次のよう

に道路の位置を指定したので、建築基準法施行規則（昭和25年建設省令第40号）第10条

第１項の規定により公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

指定番号 指定年月日 道路の位置 道路の延長
（ｍ）

道路の幅員
（ｍ）

７福整第37号
－１ 令和７年４月16日

糟屋郡須恵町大字須恵字川内
210－９、210－10、240－17
の一部

46.21 6.00

７福整第37号
－２ 令和７年５月16日 糸島市潤四丁目577番５、578

番３、579番６、1155番２ 28.04 4.00

７久整第461号 令和７年５月21日 三井郡大刀洗町大字本郷字諏
訪郷946番７ 52.27 6.00～6.01

７久整第461号
－２ 令和７年５月15日 小郡市三沢字大手木4502番10

、4502番12 49.20 6.01～6.02

７北整第346号 令和７年５月２日 遠賀郡水巻町梅ノ木団地１－
95 62.90 6.00

７北整第346号
－２ 令和７年６月16日 遠賀郡水巻町猪熊八丁目1364

番１、1365番１ 68.32 6.01

７北整第346号
－３ 令和７年６月16日 福津市宮司六丁目1700番５ 86.73 6.00

７飯整第277号 令和７年４月28日
飯塚市椿字古川18番１、18番
４、19番１、19番４、13番１
の一部

110.24 6.00

７飯整第277号
－２ 令和７年５月29日 飯塚市綱分字関ノ山528番11

、3253番の一部 40.2 6.00

７南整柳第213
号 令和７年６月３日 柳川市三橋町柳河字村中527

番１ 34.9 5.00

７南整柳第213
号－２ 令和７年６月11日 大川市大字中木室字隼鷹468

番11 29.55 6.01

７南整柳第213
号－３ 令和７年６月23日 大川市大字向島字下西田1650

番11 40.84 6.01

７女整第335号 令和７年５月26日 筑後市大字野町字京手310番
１ 56.21 6.00～6.01

７女整第335号
－２ 令和７年６月17日 筑後市大字西牟田字寛元寺

1850番４、1847番４ 65.02 6.00

７福整
第442号

－４

令和７年
６月27日

令和９年
３月１日

まで

起点：糸島市志摩馬場324番１地
先
終点：糸島市志摩馬場180番１地
先

451.2 12.0～15.0

７北整
第527号

令和７年
５月26日

令和９年
３月21日

まで

起点：福津市宮司浜一丁目796番
地の２
終点：福津市宮司浜二丁目730番
地の１

385.8 9.5

７飯整
第194号

令和７年
４月21日

令和７年
６月30日

まで

起点：飯塚市太郎丸909－１地先
終点：飯塚市太郎丸908－１地先 65.82 9.73～10.97

７南整
柳第216

号

令和７年
５月19日

令和９年
４月30日

まで

①：
起点：大川市大字郷原字北田290
番22
終点：大川市大字郷原字北田283
番１
②：
起点：大川市大字大橋字入道210
番８
終点：大川市大字大橋字平原282
番７
③：
起点：大川市大字酒見字中新替
886番４
終点：大川市大字郷原字北田288
番３

①：110
②：220
③：408.0

①：7.7～
　　　28.7
②：11.2～
　　　24.9
③：10.5～
　　　27.3

７朝整
第274号

令和７年
５月16日

令和７年
８月７日

まで

起点：朝倉郡筑前町下高場字鬼丸
1940番１地先
終点：朝倉郡筑前町下高場字鬼丸
1944番２地先

47.53 8.55～8.61

７朝整
第274号

－２

令和７年
６月４日

令和９年
３月31日

まで

起点：朝倉市千代丸54番地先
終点：朝倉市千代丸58番２地先 110.00 6.00

７田整
第142号

令和７年
４月10日

令和９年
１月31日

まで

起点：田川市大字伊田4405－２番
地　地先
終点：田川市大字伊田3565－３番
地

286.4 19.57～
22.98

７田整
第142号

－２

令和７年
５月28日

令和７年
７月31日

まで

起点：田川郡川崎町大字安眞木
3612番３地先
終点：田川郡川崎町大字安眞木
3649番２地先

62.7 10.5
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７田整447号－２ 令和７年６月５日 一部廃止

原2171－２の一部
⑥：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2326の
一部、里道の一部
⑦：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2326の
一部、里道の一部
⑧：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2327の
一部、里道の一部
⑨：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2327の
一部、里道の一部
⑩：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2328の
一部、里道の一部
⑪：田川郡香春町大字中津
原2171－２の一部、2328の
一部、2329の一部、里道の
一部
⑫：田川郡香春町大字中津
原2320－１の一部、2326の
一部
⑬：田川郡香春町大字中津
原2320－１の一部、2326の
一部

⑥：38.90
⑦：39.00
⑧：39.40
⑨：38.70
⑩：38.60
⑪：38.60
⑫：38.70
⑬：38.90

６女整第292号－２ 令和７年１月14日 一部廃止 筑後市大字熊野字大地田
1808番12の一部 88.68

　公告

　職権により建築基準法（昭和25年法律第201号）第42条第１項第４号若しくは第５号

、第２項若しくは第４項又は同法68条の７第１項の規定による指定を取り消したので、

福岡県建築基準法施行細則（昭和26年福岡県規則第１号）第22条の２の規定により次の

ように公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

取消番号 取消年月日 取消の
範囲 道路の位置 道路の延長

（ｍ）

７那整第281－１ 令和７年５月20日 全部廃止 大野城市大字筒井292－２
、293－２ 33.10

７女整第335号
－３ 令和７年６月27日 筑後市大字新溝字南屋敷518

番９ 23.514 5.00

７朝整第33号 令和７年６月３日 朝倉郡筑前町東小田字前田
700番１、他２筆 62.02 6.01

７京整第26号 令和７年５月14日 豊前市大字八屋1805番１ 60.90 6.00～6.29

７京整第26号
－２ 令和７年５月19日 行橋市泉中央四丁目885－14 61.38 4.00

７田整534号 令和７年６月26日 田川市大字奈良332番１ 67.04 5.00～5.50

　公告

　次の私道の廃止及び変更を承認したので、福岡県建築基準法施行細則（昭和26年福岡

県規則第１号）第22条第２項の規定により公告する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

承認番号 承認年月日 申請種別 道路の位置 道路の延長
（ｍ）

７女整第318号 令和７年５月20日 一部廃止 筑後市大字長浜字宿道2303
番８、2304番２、道の一部 38.59

７田整447号 令和７年６月５日 一部廃止

①：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部、2171－
２の一部
②：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部、2171－
２の一部、里道の一部
③：田川郡香春町大字中津
原2326の一部、2327の一部
、2328の一部

①：20.00
②：131.00
③：60.00

①：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部、2171－
２の一部
②：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部、2171－
２の一部
③：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部、2171－
２の一部
④：田川郡香春町大字中津
原2167－７の一部
⑤：田川郡香春町大字中津

①：20.00
②：20.00
③：20.00
④：20.00
⑤：20.00
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　監査公表第25号

　令和７年７月22日に提出された福岡県職員措置請求（住民監査請求）については、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第242条第５項の規定に基づき監査を実施したので、

その結果を次のとおり公表する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県監査委員　　　塩　川　正　一　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　世　利　洋　介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　森　　　行　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　渡　辺　美　穂
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住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
の
結
果

第
１
監
査
の
請
求

１
請
求
人
及
び
請
求
書
の
提
出
年
月
日

（
１
）
請
求
人

住
所
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
西
公
園
二
丁
目

氏
名
古
賀
毅
敏

（
２
）
提
出
年
月
日
令
和
７
年
７
月
日

２
請
求
の
内
容

（
１
）
請
求
の
要
旨

県
営
西
公
園
（
以
下
「
西
公
園
」
と
い
う
。
）
再
整
備
基
本
計
画
（
以
下
「
再
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基

づ
く
「

度
展
望
台
」
（
以
下
「
展
望
台
」
と
い
う
。
）
の
建
設
は
、
瑕
疵
の
あ
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
工
事

の
発
注
の
取
消
し
及
び
既
に
伐
採
し
た
場
所
の
植
生
の
復
元
等
を
求
め
る
。

（
２
）
違
法
又
は
不
当
と
す
る
事
実
及
び
そ
の
理
由

ア
主
張
１

こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
公
園
施
設
の
維
持
管
理
の
検
証
、
問
題
点
等
の
分
析
を
行
わ
ず
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
展

望
台
、
３
階
建
て
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
新
し
い
施
設
建
設
の
た
め
に
既
存
の
設
備
と
樹
木
を
取
り
払
い
、
新
た
な

設
備
に
更
新
す
る
こ
と
は
国
土
交
通
省
の
「
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
」
及
び
同
策
定
指
針
を
無
視
し
て
い

る
。

イ
主
張
２

環
境
省
の
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
で
は
、
木
造
で
耐
用
年
数
が
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

展
望
台
に
つ
い
て
も
耐
用
年
数
経
過
後
は
多
額
の
撤
去
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
不
適
切
で
あ
る
。

ウ
主
張
３

展
望
台
の
建
設
は
、
「
環
境
省
の
公
園
整
備
指
針
」
の
検
討
の
範
囲
外
に
あ
り
、
西
公
園
の
植
生
等
の
環
境

や
景
観
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
指
針
に
反
し
て
い
る
。

エ
主
張
４

展
望
台
の
建
設
は
、
西
公
園
が
、
福
岡
都
市
圏
に
あ
る
数
少
な
い
緑
地
帯
、
風
致
公
園
と
し
て
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る
最
良
の
社
会
資
本
で
あ
る
と
の
認
識
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
来
「
福
岡
市
風
致
地
区

内
建
築
等
規
制
条
例
」
に
従
い
、
福
岡
市
の
審
査
を
受
け
る
べ
き
と
こ
ろ
、
適
用
除
外
の
条
文
に
基
づ
き
、
第

３
種
風
致
地
区
の
法
的
規
制
を
す
り
抜
け
て
い
る
こ
と
は
脱
法
的
行
為
で
あ
る
。

オ
主
張
５

公
園
街
路
課
が
公
に
し
て
い
る
絵
図
で
は
、
避
雷
針
、
落
下
防
止
ネ
ッ
ト
、
凍
結
防
止
設
備
、
避
難
を
呼
び

か
け
る
設
備
等
の
安
全
設
備
が
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、
下
か
ら
頂
上
テ
ラ
ス
の
人
物
群
は
見
え
ず
、
死
角
が
あ

る
こ
と
か
ら
犯
罪
の
可
能
性
も
あ
る
な
ど
、
訪
問
者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

カ
主
張
６

歩
行
弱
者
、
車
い
す
利
用
者
に
は
全
く
配
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
通
称
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
、
国
土
交
通
省
「
官

庁
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
準
」
等
に
違
反
し
て
い
る
。

キ
主
張
７

福
岡
県
が
公
開
し
た
資
料
で
は
、
現
地
の
地
質
・
地
盤
調
査
を
行
っ
た
記
録
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
耐
震
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設
計
に
関
す
る
事
項
を
公
表
し
な
い
ま
ま
公
募
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ク
主
張
８

再
整
備
計
画
作
成
に
お
い
て
、
単
位
面
積
毎
の
使
用
者
数
及
び
、
利
便
性
の
高
い
西
公
園
西
口
の
活
用
の
た

め
の
整
備
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
国
土
交
通
省
の
「
大
規
模
公
園
費
用
対
効
果
分
析
手
法
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
遵
守
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
展
望
台
の
設
置
に
よ
り
集
客
に
貢
献
す
る
と
の
再
整
備
理
由
に
つ
い

て
も
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
納
得
で
き
る
数
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

ケ
主
張
９

公
園
街
路
課
が
作
成
し
た
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
委
託
に
係
る
起
工
額
と
契
約
額
の
間
に
、

１
回
目
の
契
約
で

万
円
、
２
回
目
の
契
約
で

万
円
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
契
約
額
の
起
工
額
に
対
す

る
比
率
は
い
ず
れ
も
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
無
理
、
故
意
の
応
札
」
ま
た
は
福
岡
県
の
積
算
ミ
ス

の
い
ず
れ
か
で
あ
リ
、
公
正
な
競
争
の
原
則
に
反
す
る
。

コ
主
張

「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
に
お
い
て
、
受
託
し
た
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
は
、
土

地
所
有
図
の
調
査
を
最
後
ま
で
行
っ
た
形
跡
が
な
く
、
土
地
所
有
図
で
は
、
国
有
地
と
し
た
部
分
を
「
光
雲
神

社
参
道
」
と
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
「
西
公
園
再
整
備
計
画
」
に
あ
る
、
光
雲
神
社
南
側
交
差
点
付
近

の
歩
行
環
境
の
改
善
、
同
参
道
の
サ
ク
ラ
の
樹
勢
回
復
・
更
新
、
花
壇
の
設
置
な
ど
に
よ
る
魅
力
強
化
の
３
件

の
整
備
工
事
は
違
法
で
あ
る
。

サ
主
張 株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
は
、
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
、
「
西
公
園
官
民
連
携
事

業
公
募
等
設
置
指
針
作
製
委
託
業
務
」
を
受
注
し
た
。

ま
た
、
公
募
と
い
う
形
式
は
踏
ん
で
い
た
が
、
「
展
望
台
」
絵
図
作
成
で
も
同
研
究
所
が
提
案
し
た
通
り
の

も
の
が
採
択
さ
れ
、
「
展
望
台
の
建
設
監
理
業
務
」
も
受
注
す
る
な
ど
、
芋
づ
る
式
に
福
岡
県
と
業
務
委
託
契

約
が
交
わ
さ
れ
、
公
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

シ
主
張

令
和
２
年
月
時
点
の
公
園
街
路
課
長
が
、
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
」
を
起
案
し
た
後
、
西
公
園
再
整

備
検
討
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
開
催
す
る
以
前
に
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
と

周
到
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
再
整
備
の
指
針
を
予
め
固
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
１
回
目
の
委
員
会
冒

頭
で
の
県
庁
職
員
の
も
の
と
思
わ
れ
る
発
言
内
容
は
、
そ
の
後
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
が
受
託
し

作
成
し
た
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
書
」
の
冒
頭
部
分
と
同
文
で
あ
り
、
こ
れ
は
委
員
会
を
有
名
無
実
化
す

る
も
の
で
あ
る
。

ス
主
張

４
回
の
委
員
会
の
う
ち
、
特
に
３
回
目
で
は
複
数
の
委
員
か
ら
、
展
望
台
の
建
設
へ
の
異
論
が
出
さ
れ
、
特

に
緑
地
・
造
園
の
専
門
委
員
Ａ
氏
か
ら
は
、
西
公
園
が
福
岡
市
に
現
存
す
る
希
少
な
緑
地
帯
で
あ
る
こ
と
、
絶

滅
危
惧
種
の
蝶
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
西
公
園
樹
林
の
積
極
的
保
存
が
具
申
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

県
担
当
者
も
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
も
全
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
。

セ
主
張

他
の
委
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
西
公
園
の
維
持
管
理
の
不
備
に
関
す
る
意
見
が
出
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
こ
れ
ま
で
の
既
存
事
業
や
維
持
管
理
の
予
算
に
関
す
る
分
析
等
に
一
切
言
及
せ
ず
、
議
論
を
打
ち
切
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
公
園
街
路
課
が
行
っ
て
き
た
公
園
管
理
業
務
が
「
違
法
又
は
不
当
な
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」

に
該
当
す
る
こ
と
を
隠
ぺ
い
す
る
行
為
で
あ
る
。

ソ
主
張
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公
園
へ
の
誘
客
の
た
め
に
は
出
入
口
の
確
認
の
た
め
の
調
査
を
行
い
、
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

も
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
委
員
の
意
見
に
も
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
な
い
。

タ
主
張

４
回
目
の
委
員
会
は
、
書
面
開
催
と
さ
れ
て
お
り
、
各
委
員
か
ら
の
発
言
も
な
く
、
報
告
書
で
あ
る
、
「
西

公
園
再
整
備
計
画
」
の
採
決
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
第
４
回
目
の
委
員
会
は
開
か
れ
な
い
ま
ま
閉
会

し
て
い
る
。

チ
主
張

上
記
の
こ
と
は
、
展
望
台
の
建
設
を
、
関
連
課
長
が
稟
議
し
、
計
画
案
を
構
想
し
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設

計
研
究
所
に
丸
投
げ
し
て
進
め
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
委
員
会
制
度
を
無
視
し
た
、
違
法
、
不
当
な
行
為

で
あ
る
。

ツ
主
張

以
下
の
損
害
が
生
じ
て
い
る
。

（
ア
）
展
望
台
工
事
に
伴
い
、
「
展
望
台
広
場
」
の
植
生
を
広
範
囲
（
％
超
）
伐
採
し
た
こ
と
は
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
自
然
破
壊
で
あ
る
。

（
イ
）
違
法
、
不
当
な
展
望
台
の
建
設
費
お
よ
そ
億

万
円
及
び
撤
去
に
見
込
ま
れ
る
同
等
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
無
用
な
公
費
の
支
出
と
し
て
福
岡
県
に
損
害
を
与
え
て
い
る
。

（
ウ
）
展
望
台
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
安
全
性
の
配
慮
が
皆
無
で
あ
り
、
人
命
へ
の
損
傷
、
業
務
上
傷
害
致
死
的

損
害
に
つ
い
て
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
エ
）
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
が
委
託
を
受
け
て
作
成
し
た
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
」
書
面
に
つ

い
て
は
、
正
式
に
県
が
受
理
し
た
と
い
う
証
拠
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
総
額

円
の
支
払
い
は
不

当
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
同
社
が
受
託
し
た
関
連
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
後
公
金
の
支
出
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
不
当
な
契
約
の
結
果
で
あ
る
。

（
３
）
求
め
る
措
置

ア
中
西
政
人
福
岡
県
公
園
街
路
課
長
（
令
和
３
年
９
月
時
点
）
、
橋
本
晃
同
課
長
（
令
和
６
年
月
時

点
）
、
火
山
太
同
課
長
令
和
７
年
７
月
時
点
）
、
原
田
昌
宏
同
課
長
令
和
２
年
月
時
点
）
、
濱
崎

良
一
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
都
市
施
設
整
備
課
長
（
令
和
２
年
月
時
点
）
、
石
崎
正
通
同
課
長
（
令
和

３
年
月
時
点
）
に
対
す
る
処
分

イ
展
望
台
工
事
の
中
止
及
び
発
注
の
取
消
し

ウ
伐
採
し
た
植
生
の
復
元

（
４
）
事
実
証
明
書
等

ア
令
和
７
年
７
月
日
付
け
事
実
証
明
書
（
７
月
日
追
加
分
を
含
む
）

（
ア
）
「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
（
案
）
」
（
国
土
交
通
省
）

（
イ
）
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
（
環
境
省
）

（
ウ
）
「
官
庁
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
準
」
（
国
土
交
通
省
）

（
エ
）
「
障
害
者
差
別
解
消
法
が
変
わ
り
ま
し
た
」
（
内
閣
府
）

（
オ
）
「
官
庁
施
設
の
防
犯
に
関
す
る
基
準
」
（
国
土
交
通
省
）

（
カ
）
「
建
築
構
造
設
計
基
準
」
（
国
土
交
通
省
）

（
キ
）
「
改
訂
第
４
版
大
規
模
公
園
費
用
対
効
果
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
国
土
交
通
省
）

（
ク
）
請
求
人
が
撮
影
し
た
写
真

（
ケ
）
福
岡
市
風
致
地
区
内
建
築
等
規
制
条
例

（
コ
）
展
望
台
イ
メ
ー
ジ
図
①
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（
サ
）
展
望
台
イ
メ
ー
ジ
図
②

（
シ
）
福
岡
県
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針

（
ス
）
西
公
園
地
図

（
セ
）
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
工
事
台
帳

（
ソ
）
第
１
回
委
員
会
議
事
録

（
タ
）
西
公
園
展
望
施
設
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
関
す
る
資
料

（
チ
）
植
栽
（
樹
木
）
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
場
所
図

（
ツ
）
工
事
現
場
の
看
板
写
真

イ
令
和
７
年
７
月
日
付
け
事
実
証
明
書

（
ア
）
処
分
を
請
求
す
る
職
員
を
追
記
し
た
資
料
（
令
和
２
年
度
の
公
園
街
路
課
長
並
び
に
令
和
２
年
度
及
び
令

和
３
年
度
の
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
都
市
施
設
整
備
課
長
）

（
イ
）
委
員
会
（
第
２
～
３
回
）
議
事
録

（
ウ
）
委
員
会
（
第
４
回
：
書
面
開
催
）
で
の
意
見
と
対
応
方
針

ウ
令
和
７
年
８
月
日
付
け
事
実
証
明
書

（
ア
）
西
公
園
の
活
性
化
に
関
す
る
基
本
計
画
策
定
業
務
仕
様
書

（
イ
）
再
整
備
計
画
策
定
業
務
委
託
に
係
る
入
札
執
行
伺

（
ウ
）
西
公
園
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
報
告
書

（
エ
）
西
公
園
の
樹
木
管
理
に
お
け
る
要
望
書

（
オ
）
西
公
園
の
指
定
管
理
に
係
る
管
理
標
準
書

（
カ
）
都
市
公
園
の
移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

（
キ
）
高
齢
者
・
障
害
者
等
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
提
供
の
努
力
義
務
化
に
つ
い
て
の
資
料

（
ク
）
第
３
回
委
員
会
議
事
録
（
再
提
出
）

（
ケ
）
西
公
園
展
望
施
設
基
盤
整
備
設
計
業
務
に
係
る
業
務
打
合
せ
・
協
議
簿

（
コ
）
第
４
回
委
員
会
の
書
面
開
催
通
知
及
び
委
員
承
認
書

（
サ
）
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
の
落
札
を
示
す
表
示
板
（
写
真
）
及
び
建
設
図

※
一
部
重
複
す
る
も
の
を
除
く
。

第
２
請
求
の
要
件
審
査

本
件
請
求
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
年
法
律
第
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

条
第
１
項
の
所
定
の

要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
令
和
７
年
８
月
５
日
付
け
で
こ
れ
を
受
理
し
た
。

第
３
監
査
の
実
施

１
監
査
対
象
事
項

令
和
７
年
７
月
日
付
け
、
７
月
日
付
け
、
７
月
日
付
け
及
び
８
月
日
付
け
で
請
求
人
か
ら
提
出
さ
れ
た

措
置
請
求
書
及
び
事
実
証
明
書
を
元
に
、
令
和
７
年
８
月
日
の
意
見
陳
述
会
に
お
い
て
確
認
し
た
監
査
対
象
事
項

は
、
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
等
に
関
連
す
る
契
約
、
具
体
的
に
は
西
公
園
の
「
再
整
備
基
本
計
画
策
定

業
務
委
託
契
約
」
、
「
官
民
連
携
事
業
公
募
等
設
置
指
針
作
成
業
務
委
託
契
約
」
、
「
展
望
施
設
新
築
工
事
に
係
る

契
約
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
求
人
が
前
記
第
１
の
２
の
（
２
）
に
主
張
す
る
展
望
台
設
置
の
た
め
の
工
事
請
負

及
び
業
務
委
託
契
約
（
関
連
事
業
を
含
む
）
及
び
こ
れ
ら
に
基
づ
く
公
金
の
支
出
に
違
法
性
又
は
不
当
性
が
あ
る
か

否
か
に
つ
い
て
監
査
の
対
象
と
し
た
。
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２
監
査
対
象
機
関

建
築
都
市
部
（
公
園
街
路
課
、
営
繕
設
備
課
、
建
築
都
市
総
務
課
契
約
室
）
、
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
及
び
那
珂

県
土
整
備
事
務
所
を
監
査
対
象
機
関
と
し
た
。

３
請
求
人
の
陳
述

請
求
人
に
対
し
、
法
第

条
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
８
月
日
に
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機

会
を
設
け
た
。
そ
の
際
、
監
査
対
象
機
関
の
職
員
の
立
会
は
な
か
っ
た
。

請
求
人
か
ら
は
、
概
ね
前
記
第
１
の
２
（
１
）
の
記
載
に
沿
っ
た
陳
述
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
監
査
委
員
か
ら
請

求
人
に
対
し
、
請
求
の
対
象
と
な
る
職
員
、
違
法
又
は
不
当
と
す
る
理
由
、
生
じ
て
い
る
損
害
及
び
求
め
る
措
置
に

つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。
確
認
し
た
内
容
は
、
前
記
第
１
の
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

４
知
事
の
弁
明

本
件
請
求
に
対
す
る
弁
明
を
知
事
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
令
和
７
年
８
月
日
付
け
で
以
下
の
内
容
の
弁
明
書
が
提

出
さ
れ
た
。

（
１
）
弁
明
の
趣
旨

再
整
備
計
画
に
基
づ
く
展
望
台
の
建
設
は
、
関
係
法
令
・
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
正
に
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て

お
り
、
手
続
き
の
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
工
事
の
発
注
の
取
消
し
及
び
既
に
伐
採
し
た
場
所
の
植
生
の
復
元
等
は
実

施
し
な
い
。

（
２
）
請
求
事
実
の
認
否
及
び
弁
明
の
理
由

ア
第
１
の
２
（
２
）
ア
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

西
公
園
の
既
存
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
（
案
）
」
（
以
下

「
策
定
指
針
」
と
い
う
。
）
に
従
い
作
成
し
た
西
公
園
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
（
以
下
「
長
寿
命
化
計
画
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
緊
急
性
、
予
算
の
状
況
等
を
踏
ま
え
実
施
し
て
い
る
。

一
方
で
、
再
整
備
計
画
に
基
づ
く
整
備
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
公
園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
公
園

の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
西
公
園
に
し
て
い
く
た
め
の
公
園
施
設
整
備
で
あ
る
。

新
た
に
整
備
し
た
公
園
施
設
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
「
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
（
案
）
を
無
視
し
て
い
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

イ
第
１
の
２
（
２
）
イ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

展
望
台
は
一
部
で
木
材
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、
建
築
物
の
構
造
は
鉄
骨
造
で
あ
り
、
減
価
償
却
資
産
の

耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
年
大
蔵
省
令
第
号
）
で
は
耐
用
年
数
が
年
（
骨
格
材
の
肉
厚
が
４

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
該
当
）
と
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
耐
用
年
数
以

上
に
長
く
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
「
耐
用
年
数
経
過
後
は
多
額
の
撤
去
費
用
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
不
適
切
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ウ
第
１
の
２
（
２
）
ウ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

請
求
人
が
主
張
す
る
「
環
境
省
の
公
園
整
備
指
針
」
と
は
環
境
省
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
と
想
定

さ
れ
る
。
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
に
お
け
る
自
然
公
園
等
施
設
と
は
、
「
国
立
公
園
、
国
定
公
園
等

自
然
公
園
に
お
け
る
保
護
又
は
利
用
の
た
め
の
施
設
、
生
態
系
の
維
持
回
復
の
た
め
又
は
鳥
獣
保
護
区
の
保
全

の
た
め
の
施
設
及
び
長
距
離
自
然
公
園
歩
道
な
ど
身
近
な
地
域
に
お
け
る
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
の
施

設
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
自
然
公
園
法
（
昭
和
年
法
律
第

号
）
に
お
い
て
、
自
然
公
園
は
、
「
国
立

公
園
、
国
定
公
園
及
び
都
道
府
県
立
自
然
公
園
を
い
う
。
」
と
、
ま
た
、
都
道
府
県
立
自
然
公
園
は
、
「
都
道

府
県
が
（
自
然
公
園
法
）
第
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
西
公
園
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は
同
法
第
条
の
指
定
を
受
け
た
公
園
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
環
境
省
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
は

適
用
さ
れ
な
い
。

エ
第
１
の
２
（
２
）
エ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

本
事
業
は
「
福
岡
市
風
致
地
区
内
建
築
等
規
制
条
例
」
（
昭
和
年
福
岡
市
条
例
第
号
）
第
５
条
に
定
め

る
適
用
除
外
規
定
に
則
り
、
適
正
に
福
岡
市
に
対
し
通
知
を
行
っ
て
お
り
、
「
脱
法
的
行
為
で
あ
る
」
と
い
う

請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

オ
第
１
の
２
（
２
）
オ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

避
雷
針
に
つ
い
て
は
、
展
望
台
の
高
さ
が
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
年
法
律
第

号
）
第
条
の
規
定
に

お
い
て
避
雷
設
備
が
必
要
と
さ
れ
る
建
築
物
の
高
さ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
た
め
設
置
し
て
い
な
い
。
落
下

防
止
ネ
ッ
ト
、
凍
結
防
止
設
備
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
特
性
等
を
ふ
ま
え
総
合

的
に
必
要
性
を
判
断
し
て
お
り
、
展
望
台
で
は
必
要
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
展
望
台
は
建
築
基
準
法

等
の
関
係
法
令
や
建
築
構
造
設
計
基
準
に
基
づ
き
、
適
切
に
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
頂
上
部
分
の
展
望
テ
ラ
ス
は
施
設
の
主
用
途
に
供
す
る
部
分
で
あ
り
、
相
当
程
度
の
公
衆
の
往
来
を

想
定
し
て
い
る
た
め
、
死
角
と
は
捉
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
「
官
庁
施
設
の
防
犯
に
関
す
る
基

準
」
違
反
で
は
な
い
。
な
お
、
施
設
の
運
用
・
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

カ
第
１
の
２
（
２
）
カ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

当
該
展
望
台
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
年
法
律
第

号
。
以
下
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
段
差
解
消
な
ど
の
基
準
適
合
義
務
が
課
さ
れ
る
建

築
物
及
び
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
へ
の
適
合
義
務
が
課
さ
れ
る
特
定
公
園
施
設
に
は
該
当
せ
ず
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
違
反
で
は
な
い
。

展
望
台
の
建
設
場
所
は
丘
陵
地
で
あ
る
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
建
設
し
た
場

合
、
ス
ロ
ー
プ
延
長
が
長
大
と
な
り
、
大
規
模
な
樹
木
伐
採
が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
建
設
費
用
が
高
額
と
な

る
な
ど
合
理
的
で
な
い
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
請
求
人
は
、

ス
ロ
ー
プ
等
の
設
置
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
「
官
庁
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
準
」
に

適
合
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
展
望
台
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
上
記
の
理
由
か

ら
、
や
む
を
得
ず
ス
ロ
ー
プ
等
の
設
置
を
行
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
基
準
に
違
反
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な

い
。 障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
年
法
律
第
号
。
通
称
「
障
害
者
差
別

解
消
法
」
）
に
お
い
て
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
義
務
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
展
望

台
の
利
用
を
望
ん
だ
際
は
介
助
を
行
う
、
代
替
手
法
を
提
供
す
る
等
、
対
応
策
を
検
討
し
て
お
り
、
障
害
者
差

別
解
消
法
違
反
で
は
な
い
。

キ
第
１
の
２
（
２
）
キ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

西
公
園
展
望
施
設
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
の
際
に
公
表
し
た
実

施
要
領
の
添
付
資
料
「
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
」
に
て
地
質
調
査
資
料
を
示
し
て
お
り
、
建
築
設
計
業
務
委
託
仕

様
書
に
て
耐
震
設
計
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
業
務
委
託
に
て
、
さ
ら
に
地
質
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
耐
震
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
適
正
に
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

ク
第
１
の
２
（
２
）
ク
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

再
整
備
計
画
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
公
園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
西
公
園
に
す

る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
基
本
計
画
作
成
時
に
費
用
対
効
果
の
算
定
ま
で

は
必
要
と
し
て
い
な
い
。
「
改
訂
第
４
版
大
規
模
公
園
費
用
対
効
果
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
都
市
公
園
に
お
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け
る
費
用
対
効
果
の
算
出
手
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
算
出
時
期
や
整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
の
定
め
は

な
い
た
め
、
「
県
営
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
し
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
は
当
て
は

ま
ら
な
い
。

ケ
第
１
の
２
（
２
）
ケ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
設
工
事
等
競
争
入
札
に
関
す
る
基
本
要

綱
に
則
り
、
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
、
契
約
を
締
結
し
て
い
る
た
め
、
「
公
正
な
競
争
の
原
則
に
反
す
る
」

と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

コ
第
１
の
２
（
２
）
コ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

再
整
備
計
画
に
土
地
所
有
図
の
最
終
調
査
結
果
を
示
し
て
い
る
。
「
光
雲
神
社
参
道
」
と
表
示
し
て
い
る
場

所
は
、
国
有
地
の
無
償
貸
付
を
受
け
、
西
公
園
の
公
園
区
域
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
再
整
備
計
画
に
は
、
通

称
と
し
て
「
光
雲
神
社
参
道
」
と
示
し
て
い
る
も
の
の
、
西
公
園
の
園
路
で
あ
り
、
光
雲
神
社
南
側
交
差
点
付

近
の
歩
行
環
境
の
改
善
な
ど
の
整
備
は
、
公
園
施
設
の
整
備
で
あ
る
た
め
、
「
整
備
工
事
は
違
法
で
あ
る
」
と

い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

サ
第
１
の
２
（
２
）
サ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
設
工
事
等
競
争
入
札
に
関
す
る
基
本
要

綱
に
則
り
、
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
、
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

「
西
公
園
展
望
台
施
設
新
築
工
事
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
て
受
託
候
補
者
を
特
定
し
、
最
優
秀
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴
し
た
う
え
で
、
当
該
業
務
の
受
託
者
を
決
定

し
、
そ
の
者
と
随
意
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
西
公
園
展
望
施
設
新
築
工
事
監
理
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
は
、
工
事
と
設
計
図
書
と
の
照
合
及
び

確
認
に
加
え
、
施
工
計
画
の
検
討
な
ど
現
場
の
状
況
に
精
通
し
、
工
事
内
容
を
熟
知
し
て
設
計
の
趣
旨
を
十
分

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
実
施
設
計
業
務
受
託
者
で
あ
る
者
と
随
意
契
約
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
法
第

条
の
２
第
１
項
第
２
号
（
そ
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争
入
札
に
適
し
な
い

も
の
）
に
基
づ
き
、
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
不
当
な
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

な
お
、
「
西
公
園
官
民
連
携
事
業
公
募
等
設
置
指
針
作
成
業
務
委
託
」
に
つ
い
て
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設

計
研
究
所
は
受
注
し
て
い
な
い
。

シ
第
１
の
２
（
２
）
シ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

再
整
備
計
画
は
県
が
計
画
案
を
策
定
し
、
そ
の
案
を
委
員
会
に
諮
り
、
委
員
の
意
見
を
反
映
し
た
最
終
案
に

つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
県
が
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
は
、
令
和
２
年

７
月
に
計
画
案
策
定
に
係
る
資
料
作
成
及
び
委
員
会
運
営
の
補
助
業
務
を
受
託
契
約
し
て
お
り
、
令
和
２
年

月
の
第
１
回
委
員
会
開
催
準
備
の
た
め
、
県
と
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
が
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。

ま
た
、
第
１
回
委
員
会
冒
頭
の
発
言
及
び
再
整
備
計
画
の
冒
頭
部
分
は
、
い
ず
れ
も
計
画
の
背
景
・
目
的
を

説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
旨
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
委

員
会
に
て
議
論
を
重
ね
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
委
員
会
を
有
名
無
実
化
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ス
第
１
の
２
（
２
）
ス
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

請
求
人
は
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
委
員
会
議
事
録
で
は
、
展
望
台

を
建
設
し
た
際
の
懸
念
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
「
展
望
台
建
設
へ
の
異
論
」
に

つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
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ま
た
、
委
員
か
ら
「
今
後
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
蝶
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
「
福
岡
市
に
現
存
す
る
希
少
な
緑
地
帯
」
「
絶
滅
危
惧
種
の
蝶
が

発
見
」
の
発
言
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
委
員
会
の
中
で
は
樹
木
維
持
管
理
や
活
か
し
方
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
「
西
公
園
樹
林
の
積
極

的
保
全
の
具
申
」
に
つ
い
て
の
発
言
は
確
認
で
き
な
い
。
具
体
的
に
発
言
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
に
て
議
論
し
、
委
員
会
の
方
針
と
し
て
計
画
に
反
映
し
て
い
る
た
め
、
「
全
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
」
と

い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

セ
第
１
の
２
（
２
）
セ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

西
公
園
の
樹
木
管
理
に
関
す
る
意
見
に
対
し
て
、
事
務
局
は
継
続
的
な
樹
木
管
理
に
よ
る
眺
望
や
見
通
し
確

保
の
継
続
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
お
り
、
再
整
備
計
画
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
計

画
的
に
樹
木
管
理
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

故
に
、
「
公
園
街
路
課
が
行
っ
て
き
た
公
園
管
理
業
務
が
「
違
法
又
は
不
当
な
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」

に
該
当
す
る
こ
と
を
隠
ぺ
い
す
る
行
為
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ソ
第
１
の
２
（
２
）
ソ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

第
１
回
の
委
員
会
に
て
、
再
整
備
計
画
で
公
園
出
入
口
に
つ
い
て
記
載
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
、
第
２
回
再

整
備
計
画
の
委
員
会
資
料
で
は
出
入
口
の
状
況
に
つ
い
て
追
加
で
記
載
し
て
い
る
。

「
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
は
確
認
で
き
な
い
。
バ

ス
停
の
停
留
所
名
が
「
西
公
園
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
西
公
園
の
知
名
度
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
増
と
な
り
、
そ
れ
に
追
随
す
る
よ
う
に
名
称
を
変
更
す
る
流
れ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、
「
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
委
員
の
意
見
に
も
、
真
摯
に
耳

を
傾
け
て
い
な
い
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

タ
第
１
の
２
（
２
）
タ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

第
４
回
の
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
書
面
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、
「
第
４
回
西
公
園
再
整
備
検
討

委
員
会
書
面
開
催
の
お
知
ら
せ
（
令
和
３
年
８
月
日
付
け
３
公
街
第

号
）
」
に
お
い
て
、
各
委
員
に

対
し
内
容
承
認
書
に
て
計
画
へ
の
承
認
の
可
否
を
求
め
て
お
り
、
委
員
全
員
の
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
第
４
回
目
の
委
員
会
は
開
か
れ
な
い
ま
ま
閉
会
し
て
い
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

チ
第
１
の
２
（
２
）
チ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

再
整
備
計
画
は
、
県
が
計
画
案
を
策
定
し
、
そ
の
案
を
委
員
会
に
諮
り
、
委
員
の
意
見
を
反
映
し
た
最
終
案

に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
県
が
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
は
、
計
画
案

策
定
に
係
る
資
料
作
成
及
び
委
員
会
運
営
の
補
助
業
務
を
受
託
し
て
い
た
。
「
展
望
台
の
建
設
を
、
関
連
課
長

が
稟
議
し
、
計
画
案
を
構
想
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
に
丸
投
げ
し
て
進
め
た
」
に
つ
い
て
主
張
の

根
拠
が
な
く
、
「
委
員
会
制
度
を
無
視
し
た
、
違
法
、
不
当
な
行
為
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら

な
い
。

ツ
第
１
の
２
（
２
）
ツ
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
工
事
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
策
定
さ
れ
た
再
整
備
計
画
に
基
づ
き
計
画
さ

れ
た
工
事
で
あ
り
、
工
事
の
実
施
に
最
低
限
必
要
な
範
囲
の
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。
福
岡
市
風
致
地
区
内
建
築

等
規
制
条
例
に
基
づ
い
て
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
手
続
き
の
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
「
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
自
然
破
壊
で
あ
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
計
画
策
定
か
ら
事
業
実
施
ま
で
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
お

り
、
再
整
備
計
画
策
定
業
務
等
に
係
る
契
約
に
お
い
て
も
適
正
な
手
続
き
を
経
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
工
事
は
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
切
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
何
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ら
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
。

（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
４
（
２
）
オ
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
工
事
は
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
必

要
な
安
全
性
の
配
慮
は
行
わ
れ
て
お
り
、
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
何
ら
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
。

（
エ
）
に
つ
い
て
は
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
が
受
託
し
た
「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
」
は
、
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
都
市
施
設
整
備
課
長
に
よ
る
令
和
３
年
月
５
日
の
完
成
検
査
を
も
っ

て
正
式
に
福
岡
県
が
受
理
し
て
お
り
、
不
当
な
支
払
い
で
は
な
い
。
そ
の
後
同
社
が
受
託
し
た
関
連
事
業
に
つ

い
て
も
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
手
続

き
の
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
何
ら
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
。

テ
第
１
の
２
（
３
）
の
記
載
に
つ
い
て
、
否
認
す
る
。

ア
に
つ
い
て
は
、
法
第

条
第
１
項
に
規
定
す
る
住
民
監
査
請
求
の
対
象
で
は
な
い
。

イ
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
本
件
工
事
は
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
切
な
事
務
処
理
が

行
わ
れ
て
お
り
、
瑕
疵
は
な
い
た
め
、
何
ら
の
措
置
を
要
し
な
い
。

ウ
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
本
件
工
事
は
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
切
な
事
務
処
理
が

行
わ
れ
て
お
り
、
工
事
の
実
施
に
最
低
限
必
要
な
範
囲
の
伐
採
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
何
ら
の
措

置
を
要
し
な
い
。

５
監
査
対
象
機
関
に
対
す
る
監
査
等

監
査
対
象
機
関
の
職
員
に
対
し
、
令
和
７
年
８
月
５
日
か
ら
同
月
日
に
か
け
て
、
関
係
書
類
の
調
査
及
び
確
認

並
び
に
聴
取
調
査
を
行
っ
た
。

第
４
監
査
の
結
果

１
事
実
関
係
の
確
認

監
査
対
象
事
項
に
つ
い
て
、
現
地
確
認
、
関
係
書
類
の
調
査
及
び
確
認
並
び
に
監
査
対
象
機
関
の
職
員
か
ら
の
聴

取
調
査
に
よ
り
、
以
下
の
事
項
を
確
認
し
た
。

（
１
）
本
件
事
案
の
経
緯

令
和
２
年
３
月
日

２
月
定
例
県
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、
知
事
が
西
公
園
再
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

旨
を
答
弁

令
和
２
年
月
日

第
１
回
委
員
会
開
催
（
委
員
の
う
ち
１
名
は
、
地
域
住
民
代
表
）

令
和
２
年
月
日

～
月
９
日

公
園
近
隣
住
民
に
対
し
て
「
西
公
園
の
再
整
備
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

（
令
和
２
年
月
日
～
令
和
３
年
１
月
日
に
、
同
公
園
利
用
者
、
大
濠
公
園
利
用
者

及
び
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
も
同
一
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
）

令
和
２
年
月
７
日

月
定
例
県
議
会
代
表
質
問
に
お
い
て
、
知
事
が
西
公
園
再
整
備
に
向
け
て
の
調
査
結

果
、
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
状
況
及
び
令
和
３
年
９
月
を
目
途
に
再
整
備
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
答
弁

令
和
３
年
２
月
日

第
２
回
委
員
会
開
催

令
和
３
年
７
月
日

第
３
回
委
員
会
開
催

令
和
３
年
９
月
３
日

第
４
回
（
最
終
回
）
委
員
会
開
催
（
書
面
審
議
、
全
委
員
か
ら
の
承
認
書
回
収
。
日
付

は
県
へ
の
承
認
書
の
提
出
期
限
）

令
和
３
年
９
月
日

９
月
定
例
県
議
会
建
築
都
市
委
員
会
で
再
整
備
計
画
策
定
を
報
告

再
整
備
計
画
の
公
表
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令
和
３
年
月
７
日

～
令
和
７
年
６
月
日
再
整
備
計
画
等
に
関
す
る
地
域
住
民
説
明
（
計
９
回
）

（
２
）
請
求
人
が
違
法
又
は
不
当
と
す
る
行
為
に
関
す
る
事
実
等
に
つ
い
て

ア
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
と
の
業
務
委
託
（
計
４
件
）

令
和
２
年
７
月
日
再
整
備
計
画
策
定
業
務
委
託
（
～
令
和
３
年
９
月
日
、
指
名
競
争
入
札
）

令
和
５
年
８
月
日
西
公
園
展
望
台
施
設
新
築
工
事
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託

（
～
令
和
６
年
９
月
日
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
特
命
随
意
契
約
）

令
和
５
年
月
７
日
西
公
園
展
望
施
設
基
盤
整
備
設
計
業
務
委
託

（
～
令
和
６
年
９
月
日
、
指
名
競
争
入
札
）

令
和
７
年
６
月
日
西
公
園
展
望
施
設
新
築
工
事
工
事
監
理
業
務
委
託

（
～
令
和
８
年
３
月
日
、
特
命
随
意
契
約
）

イ
西
公
園
展
望
施
設
新
築
工
事

令
和
７
年
６
月
６
日

株
古
賀
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結

（
～
令
和
８
年
３
月
日
、
入
札
不
調
２
回
後
の
随
意
契
約
）

ウ
処
分
を
求
め
る
県
職
員

請
求
書
記
載
の
県
職
員
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
の
公
園
街
路
課
長
外
５
名
の
在
籍
を
確
認

２
判
断

上
記
の
事
実
関
係
の
確
認
及
び
論
点
ご
と
に
確
認
し
た
事
実
を
踏
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
判
断
す
る
。

（
１
）
国
土
交
通
省
等
の
定
め
る
関
係
法
令
・
基
準
等
に
基
づ
く
事
務
処
理
に
つ
い
て

ア
第
１
の
２
（
２
）
ア
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
指
針
（
案
）
」
は
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
都
市
公
園
の

計
画
的
な
維
持
管
理
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
長
寿
命
化
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
整
理
や
用
語

の
統
一
、
計
画
策
定
の
手
順
及
び
内
容
を
国
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
公
園
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
報
告
書
等
関
係
書
類
を
確
認
し
た
結
果
、
県
で
は
策
定
指
針

を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
か
ら

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

予
算
要
求
資
料
等
の
確
認
に
よ
り
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
公
園
内
の
遊
具
の
改
修
等
の
既
存
設
備
の
維
持
管
理

を
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的
に
実
施
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
担
当
課
へ
の
聴
取
の
結
果
、
長
寿
命
化
計
画
は
令
和
８
年
度
に
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
再

整
備
計
画
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
展
望
台
等
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
維
持
管
理

が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
策
定
指
針
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

イ
第
１
の
２
（
２
）
イ
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
環
境
省
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
第
２
部
共
通
事
項
第
３
章
Ⅱ
－
２
「
保
存
処
理
等
に

よ
る
長
寿
命
化
」
表
８
を
根
拠
に
、
「
木
造
で
耐
用
年
数
が

年
」
と
し
て
い
る
が
、
展
望
台
の
構
造
計
算
適

合
性
判
定
書
類
を
確
認
し
た
結
果
、
展
望
台
は
鉄
骨
造
で
あ
り
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

ま
た
、
請
求
人
が
提
出
し
た
請
求
書
、
証
拠
書
類
、
陳
述
に
お
い
て
は
、
施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
や
施
設

の
利
用
効
果
等
の
具
体
的
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

ウ
第
１
の
２
（
２
）
ウ
に
つ
い
て

環
境
省
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
針
」
第
２
部
共
通
事
項
第
１
章
総
論
に
お
い
て
、
同
指
針
の
適
用
範
囲
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に
つ
い
て
、
「
本
指
針
は
、
自
然
公
園
等
施
設
の
計
画
・
設
計
に
適
用
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解

説
で
「
自
然
公
園
等
施
設
と
は
、
国
立
公
園
、
国
定
公
園
等
自
然
公
園
に
お
け
る
保
護
又
は
利
用
の
た
め
の
施

設
、
生
態
系
の
維
持
回
復
の
た
め
又
は
鳥
獣
保
護
区
の
保
全
の
た
め
の
施
設
及
び
長
距
離
自
然
歩
道
な
ど
身
近

な
地
域
に
お
け
る
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
の
施
設
」
と
特
定
さ
れ
て
お
り
、
都
市
公
園
法
（
昭
和

年
法

律
第

号
）
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
基
づ
く
都
市
公
園
（
以
下
「
都
市
公
園
」
と
い
う
。
）
は
そ
の
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
。

昭
和

年
福
岡
県
告
示
第

号
に
お
い
て
、
西
公
園
は
都
市
公
園
と
告
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環

境
省
指
針
の
適
用
を
受
け
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

エ
第
１
の
２
（
２
）
エ
に
つ
い
て

福
岡
市
風
致
地
区
内
建
築
等
規
制
条
例
第
２
条
に
お
い
て
、
福
岡
市
の
風
致
地
区
内
で
「
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転
」
を
行
う
場
合
は
「
あ
ら
か
じ
め
市
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
条
例
第
５
条
第

号
に
お
い
て
、
県
に
よ
る
「
都
市
公
園
若
し
く
は
そ
の
施

設
の
設
置
若
し
く
は
管
理
に
係
る
行
為
」
は
、
条
例
第
２
条
に
定
め
る
市
長
の
許
可
及
び
第
４
条
に
定
め
る
協

議
に
つ
い
て
適
用
除
外
と
す
る
と
の
定
め
が
あ
る
。

ウ
で
確
認
し
た
と
お
り
、
西
公
園
は
都
市
公
園
法
に
基
づ
く
都
市
公
園
で
あ
り
、
同
公
園
に
お
け
る
展
望
台

の
新
設
は
、
適
用
除
外
行
為
を
定
め
た
同
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

年
福
岡
市
規
則
第

号
）
第
８
条
第

号
「
都
市
公
園
法
に
よ
る
都
市
公
園
又
は
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
行
為
」
に
該
当
す
る
。

な
お
、
適
用
除
外
の
場
合
、
市
長
の
許
可
や
協
議
は
不
要
で
あ
る
が
事
前
の
通
知
は
必
要
で
あ
り
、
県
か
ら

市
長
に
対
し
て
令
和
６
年
９
月
に
通
知
し
、
適
切
に
受
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
風
致
地
区
内
行
為
許
可
通
知
書

に
よ
り
確
認
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

オ
第
１
の
２
（
２
）
オ
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
第

条
に
お
い
て
「
高
さ

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
建
築
物
に
は
、
有
効
に
避
雷
設
備
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
展
望
台
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
書
類
を
確
認
し
た
結
果
、
展
望

台
の
最
高
部
分
の
高
さ
は
手
す
り
を
含
め
約

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

メ
ー
ト
ル
に
満
た
ず
こ
れ
に
該
当
し

な
い
。
避
雷
針
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
「
建
築
構
造
設
計
基
準
」
に
お
い
て
も
特
段
の
定
め
は
な
い
。
ま

た
、
落
雷
の
危
険
性
へ
の
対
応
に
つ
い
て
担
当
課
へ
の
聴
取
の
結
果
、
避
雷
針
は
落
雷
を
意
図
的
に
誘
導
し
、

安
全
な
動
線
で
地
下
に
放
電
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
る
が
、
本
計
画
地
の
よ
う
に
周
囲
に
樹
木
が
生
い
茂
り
、

突
出
し
た
構
造
物
等
が
周
辺
に
な
い
状
況
下
で
、
敢
え
て
避
雷
針
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
避
雷
針
付
近

及
び
避
雷
針
接
地
極
付
近
の
利
用
者
へ
の
危
険
が
増
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
よ
っ
て
、
法
令
で
要
求
さ
れ
る
高

さ
に
満
た
な
い
本
展
望
台
に
つ
い
て
は
設
置
不
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
他
の
安
全
設
備
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和

年
政
令
第

号
）
第

条
に
、
満

た
す
べ
き
基
準
と
し
て
規
定
す
る
階
段
の
手
す
り
に
つ
い
て
は
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
当
該
展
望
台
は
、
建

築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
転
落
防
止
の
た
め
の
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、
同
令

第
条
に
、
屋
上
広
場
等
に
係
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
展
望
台
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
直
接
の
適
用

対
象
で
は
な
い
が
、
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
同
条
の
基
準
を
援
用
し
た
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
で
は
、
福
岡
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成

年
福
岡
県
条
例
第

号
）
第

条
で
、
「
県
は
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
道
路
、
公
園
、
自
動
車

駐
車
場
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
普
及
に
努
め
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
「
犯
罪
の
防
止
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に
配
慮
し
た
道
路
等
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
、
照
明
設
備
に
対
す
る
配
慮
や
公
園
の
構

造
、
設
備
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
担
当
課
へ
の
聴
取
の
結
果
、
展
望
台
の
安
全
確
保
対
策
と
し
て
巡
回
警

備
や
防
犯
設
備
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
施
工
中
の
西
公
園
展
望
台
施
設
電
気
設
備
工
事

に
お
い
て
も
、
同
指
針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
公
園
の
照
明
の
照
度
（
概
ね
３
ル
ク
ス
以
上
）
を
確
保
す
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
、
展
望
台
の
運
用
、
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
対
策
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
落
雷
や
防
犯
等
、
安
全
面
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由

が
な
い
。

カ
第
１
の
２
（
２
）
カ
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
第
６
条
に
お
い
て
、
「
施
設
設
置
管
理
者
そ
の
他
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
日
常
生
活
又

は
社
会
生
活
に
お
い
て
利
用
す
る
施
設
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第

条
に
お
い
て
新

設
等
を
行
う
際
に
当
該
施
設
を
「
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
条
例
で
定

め
る
基
準
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
条
例
の
対
象
と
な
る
「
特
定
公
園
施
設
」
に

つ
い
て
は
、
同
法
施
行
令
（
平
成

年
政
令
第

号
）
第
３
条
に

の
施
設
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
展

望
台
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。

さ
ら
に
、
同
法
第

条
第
１
項
で
は
、
「
建
築
主
等
は
、
特
別
特
定
建
築
物
の
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の

建
築
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
特
別
特
定
建
築
物
を
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
建
築
物
特
定

施
設
の
構
造
及
び
配
置
に
関
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
施
行
令
第
５
条
に

の
建
築
物
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
展
望
台
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
。 し
た
が
っ
て
、
展
望
台
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
第

条
第
１
項
及
び
第

条
第
１
項
に
定
め
る
対
象
施
設

で
は
な
い
。

一
方
、
当
該
公
園
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
以
外
に
、
福
岡
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成

年
福
岡
市
条
例
第
９
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第

条
第
１
項
に
基
づ
く
市
長
と
の
協
議
の
対
象
で

あ
る
「
特
定
施
設
」
と
な
っ
て
お
り
、
条
例
第

条
第
１
項
に
お
い
て
、
施
設
の
新
設
又
は
改
修
は
、
市
長
が

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
が
対
象
施
設
を
安
全
か
つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
定
め
た
整
備
基
準
に
適
合
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
条
例
第

条
に
お
い
て
、
県
が
施
設
を
新
設
又
は
改
修
す
る
場
合

に
は
、
市
長
へ
の
協
議
は
必
要
な
い
も
の
の
、
通
知
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

担
当
課
へ
の
聴
取
及
び
関
係
書
類
の
確
認
の
結
果
、
県
は
、
条
例
第

条
第
２
項
に
基
づ
く
市
長
へ
の
通
知

に
先
立
ち
、
通
知
の
対
象
と
な
る
整
備
基
準
を
確
認
す
る
た
め
に
、
条
例
を
所
管
す
る
市
住
宅
都
市
局
公
園
部

整
備
課
（
現
・
住
宅
都
市
み
ど
り
局
み
ど
り
推
進
部
み
ど
り
整
備
課
）
と
事
前
に
協
議
を
行
い
、
展
望
台
そ
の

も
の
に
は
整
備
基
準
は
な
い
こ
と
、
展
望
台
を
構
成
す
る
「
階
段
」
及
び
「
ベ
ン
チ
」
に
つ
い
て
は
、
整
備
基

準
を
踏
ま
え
た
構
造
と
す
る
こ
と
を
県
と
市
の
間
で
確
認
し
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
条
例
第
５
条
及
び
福
岡
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成

年
福
岡
県
条
例
第
４
号
）
第
３
条
第

２
項
に
お
い
て
は
、
自
ら
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
施
設
等
に
つ
い
て
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
等
が
安

全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
と
設
置
者
の
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
担
当

課
へ
の
聴
取
及
び
関
係
書
類
に
よ
り
確
認
し
た
結
果
、
県
は
そ
れ
ら
規
定
の
趣
旨
を
鑑
み
、
ス
ロ
ー
プ
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
が
で
き
な
い
か
検
討
を
行
っ
た
が
、
展
望
台
の
設
置
場
所
が
山
地
丘
陵
状
の
起
伏
が
激
し

い
地
形
に
あ
る
こ
と
、
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
す
る
場
合
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
保
つ
た
め
に
は
ス
ロ
ー
プ
自
体
の
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距
離
が
長
大
と
な
り
、
大
規
模
な
樹
木
伐
採
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
ロ
ー
プ
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
整
備
等
を
断
念
し
、
西
公
園
の
再
整
備
計
画
の
中
で
別
途
整
備
予
定
の
官
民
連
携
施
設
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

車
い
す
使
用
者
も
眺
望
を
楽
し
め
る
展
望
テ
ラ
ス
を
確
保
し
、
対
応
す
る
こ
と
で
配
慮
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

た
。 し
た
が
っ
て
、
展
望
台
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
法
令
等
に
則
り
適
正
に
設
置
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
等
に
違
反
し
て
い
る
と
の
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

キ
第
１
の
２
（
２
）
キ
に
つ
い
て

建
築
基
準
法
施
行
令
第

条
及
び
第

条
は
、
建
築
物
の
基
礎
に
係
る
構
造
耐
力
上
の
安
全
性
や
地
盤
の

許
容
応
力
度
、
基
礎
ぐ
い
の
許
容
支
持
力
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
同
施
行
令
に
お
い
て
は
、
地
質
調

査
、
地
盤
調
査
の
結
果
の
公
表
ま
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
西
公
園
展
望
施
設
基
本
・
実
施
設
計
業
務
の
委
託
に
当
た
っ
て
実
施
し
た
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

際
に
、
地
質
調
査
資
料
と
耐
震
設
計
の
方
針
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
、
受
託
業
者
は
、
同
業
務
の
中
で
適
切
に

地
質
調
査
を
実
施
し
、
地
質
及
び
地
盤
の
状
態
を
把
握
し
た
上
で
耐
震
設
計
を
行
い
、
そ
の
構
造
が
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
地
質
調
査
報
告
書
及
び
構
造
適
合
性
判
定
書
類
に
よ
り
確
認
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

ク
第
１
の
２
（
２
）
ク
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
「
大
規
模
公
園
費
用
対
効
果
分
析
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
公
園
整
備
に
係
る
費
用
対
効
果
を

貨
幣
価
値
に
換
算
し
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
投
資
効
率
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
が
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
個
々
の
公
園
の
具
体
的
な
整
備
内
容
ま
で
方
向
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
、
公
園
事
業
の
費
用
対
効
果
等
は
、
当
該
公
園
の
位
置
づ
け
、
具
体
的
な
施
設
整
備
の
内
容
、
活

用
方
法
等
に
よ
り
個
別
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
基
本
計
画
の
段
階
で
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
費

用
対
効
果
の
算
定
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
不
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

（
２
）
展
望
台
建
設
関
連
の
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
等
と
の
契
約
締
結
及
び
公
金
の
支
出
に
つ
い
て

ア
第
１
の
２
（
２
）
ケ
に
つ
い
て

「
西
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和

年
福
岡
県
規
則
第

号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
及
び
福
岡
県
建
設
工
事
競
争
入
札
に
関
す
る
基
本
要
綱
に
則
り
、
指
名
競

争
入
札
を
実
施
し
、
適
正
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
を
契
約
書
及
び
入
札
結
果
表
に
よ
り
確
認
し
た
。
ま

た
、
「
福
岡
県
県
土
整
備
部
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
に
係
る
低
入
札
防
止
対
策
試
行
要
領
」
に
基
づ
き
、

第
三
者
に
よ
る
照
査
を
実
施
し
、
委
託
業
務
の
品
質
を
確
保
し
て
お
り
、
関
係
法
令
等
に
反
す
る
行
為
は
な
く
、

請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

イ
第
１
の
２
（
２
）
コ
に
つ
い
て

再
整
備
計
画
に
お
い
て
「
光
雲
神
社
参
道
」
と
表
示
し
て
い
る
部
分
は
、
国
有
地
の
無
償
貸
付
を
受
け
、
西

公
園
の
公
園
区
域
と
し
て
管
理
し
て
い
る
西
公
園
の
園
路
で
あ
る
こ
と
を
都
市
公
園
区
域
図
に
よ
り
確
認
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
光
雲
神
社
南
側
交
差
点
付
近
の
歩
行
環
境
の
改
善
な
ど
の
整
備
は
、
公
園
施
設
の
整
備
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
「
整
備
工
事
は
違
法
で
あ
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

ウ
第
１
の
２
（
２
）
サ
に
つ
い
て

西
公
園
再
整
備
関
連
の
財
務
会
計
行
為
（
工
事
請
負
契
約
及
び
業
務
委
託
契
約
）
は
合
計

件
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
は
業
務
委
託
契
約
４
件
を
受
注
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
含
む
全

契
約
に
係
る
財
務
会
計
上
の
手
続
を
確
認
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
規
則
等
に
基
づ
き
適
正
に
な
さ
れ
た
契
約
で

あ
り
、
違
法
、
不
当
な
点
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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当
該
株
エ
ス
テ
ィ
環
境
設
計
研
究
所
と
の
契
約
４
件
に
つ
い
て
は
、
２
件
は
指
名
競
争
入
札
、
１
件
は
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（

者
が
応
募
）
に
よ
り
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
残
る
１
件
の
工
事
監
理
業
務
委
託
も
、

現
場
状
況
の
精
通
と
工
事
内
容
の
熟
知
を
理
由
に
随
意
契
約
を
行
う
こ
と
は
、
福
岡
県
随
意
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第
５
２
第
２
号
随
意
契
約
②
適
用
基
準
カ
（
契
約
の
目
的
を
継
続
的
、
効
果
的
、
効
率
的
に
達
成
す
る
た

め
、
当
該
契
約
の
内
容
が
本
来
の
業
務
内
容
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
相
手
方
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
）
に
合
致
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
委
託
契
約
の
締
結
過
程
等
に
お
い
て
関
係
法
令
等
に
反
す
る
行
為
は
な
く
、
請
求
人
の
主

張
に
は
理
由
が
な
い
。

（
３
）
再
整
備
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
、
委
員
会
の
運
営
等
に
つ
い
て

ア
第
１
の
２
（
２
）
シ
に
つ
い
て

第
１
回
委
員
会
冒
頭
の
発
言
及
び
再
整
備
計
画
の
冒
頭
部
分
は
、
い
ず
れ
も
計
画
の
背
景
・
目
的
を
説
明
し

た
も
の
で
あ
り
、
県
の
考
え
が
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
も
な
ん
ら
不
自
然
な
も

の
で
は
な
く
、
委
員
会
の
形
骸
化
を
示
す
も
の
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
議
事
録
等
を
確
認
し
た
結
果
、
各
委
員

会
の
開
催
毎
に
委
員
は
自
身
の
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
イ
以
下
に
あ
る
と
お
り
必
要
に
応
じ
、
意
見
の
反
映
も

な
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
こ
と
か
ら
、
委
員
会
は
適
切
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
「
委
員
会
を
有
名
無
実
化
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

イ
第
１
の
２
（
２
）
ス
に
つ
い
て

委
員
会
議
事
録
で
は
、
展
望
台
を
建
設
し
た
際
の
懸
念
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
展
望
台
を
建
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
来
園
者
が
園
内
を
回
遊
せ
ず
に
帰
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
等
の
対
応
策
と
し
て
、

回
遊
を
促
す
た
め
の
動
線
計
画
の
工
夫
と
い
っ
た
形
で
再
整
備
基
本
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

ま
た
、
福
岡
市
の
緑
の
基
本
計
画
で
の
西
公
園
の
位
置
づ
け
や
多
様
な
蝶
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
植
栽

計
画
の
中
で
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
樹
木
整
理
を
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
西
公

園
樹
林
の
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
植
栽
計
画
の
中
で
「
樹
木
管
理
計
画
」
を
作
成
し
、
再
整
備
後

も
適
正
な
維
持
管
理
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
委
員
会
の
内
容
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
と
い
う
事

実
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

ウ
第
１
の
２
（
２
）
セ
に
つ
い
て

議
事
録
を
確
認
し
た
結
果
、
西
公
園
の
維
持
管
理
の
不
備
に
関
す
る
意
見
に
対
し
て
、
事
務
局
は
継
続
的
な

維
持
管
理
に
よ
る
眺
望
や
見
通
し
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
認
識
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
再
整
備
計

画
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
担
当
課
へ
の
聴
取
及
び
資
料
の
確
認
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
も
、
西
公
園
に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
予
算
の
範
囲
で
可
能
な
限
り
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
管
理
を
怠
っ
た
と
い
う

事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
公
園
街
路
課
が
行
っ
て
き
た
公
園
管
理
業
務
が
「
違
法
又
は
不
当
な
財
産
の
管
理
を
怠
る

事
実
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
隠
ぺ
い
す
る
行
為
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

エ
第
１
の
２
（
２
）
ソ
に
つ
い
て

第
１
回
の
委
員
会
に
お
い
て
、
再
整
備
計
画
で
公
園
出
入
口
に
つ
い
て
記
載
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

に
対
し
、
第
２
回
委
員
会
資
料
で
は
出
入
口
の
状
況
に
つ
い
て
追
加
で
記
載
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

公
共
交
通
機
関
の
停
留
所
名
に
つ
い
て
は
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
西
公
園
の
知
名
度
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
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利
用
者
が
増
加
し
、
そ
れ
に
追
随
す
る
よ
う
に
名
称
を
変
更
す
る
流
れ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
整
理
さ
れ
て
お
り
、
「
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
委
員
の
意
見
に
も
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
な
い
」

と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

オ
第
１
の
２
（
２
）
タ
に
つ
い
て

委
員
会
の
議
事
録
を
確
認
し
た
結
果
、
第
３
回
の
委
員
会
の
最
後
に
、
第
３
回
で
出
た
意
見
に
対
す
る
修
正

に
つ
い
て
は
委
員
長
に
一
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
（
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
）
の
た
め
、
第
４
回

委
員
会
は
書
面
開
催
と
さ
れ
た
が
、
「
第
４
回
西
公
園
再
整
備
検
討
委
員
会
書
面
開
催
の
お
知
ら
せ
（
令
和

３
年
８
月

日
付
け
３
公
街
第

号
）
」
に
お
い
て
、
各
委
員
に
対
し
承
認
の
可
否
を
求
め
て
お
り
、
意
見

が
あ
る
場
合
は
内
容
承
認
書
に
記
載
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
内
容
承
認
書
に
て
各
委
員
の
承
認
を
得
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
委
員
に
対
し
、
直
接
連
絡
が
取
れ
る
者
に
対
し
て
は
直
接
、
そ
う
で
な
い
１
名

に
つ
い
て
は
委
員
の
勤
務
先
に
残
さ
れ
た
当
時
の
書
類
に
よ
り
確
認
を
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、
「
第
４
回
目
の

委
員
会
は
開
か
れ
な
い
ま
ま
閉
会
し
て
い
る
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

カ
第
１
の
２
（
２
）
チ
に
つ
い
て

決
裁
事
績
の
確
認
に
よ
り
、
再
整
備
計
画
は
、
県
が
計
画
案
を
委
員
会
に
諮
り
、
委
員
の
意
見
を
反
映
し
た

最
終
案
に
つ
い
て
承
認
を
得
て
、
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
展
望
台
の
建
設
を
、

関
連
課
長
が
稟
議
し
、
計
画
案
を
構
想
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
根
拠
が
な
く
、
「
委
員
会
制
度
を
無
視

し
た
、
違
法
、
不
当
な
行
為
」
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

キ
第
１
の
２
（
２
）
ツ
に
つ
い
て

展
望
台
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
、
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
手

続
き
の
瑕
疵
は
な
い
。

ま
た
、
今
回
の
再
整
備
に
よ
り
伐
採
さ
れ
た
樹
木
に
つ
い
て
は
、
元
々
通
路
、
広
場
が
あ
っ
た
部
分
の
周
辺

を
最
低
限
伐
採
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
担
当
課
に
資
料
を
提
出
さ
せ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
展
望
台

整
備
に
係
る
伐
採
本
数

本
で
あ
っ
た
。
当
該
本
数
は
、
西
公
園
全
体
の
樹
木
本
数
が

本
程
で
あ
る

こ
と
に
比
し
、
極
端
に
多
い
本
数
と
は
言
い
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
無
用
な
公
費
の
支
出
が
生
じ
て
い
る
、
人
命
へ
の
損
傷
等
が
生
じ
て
い
る
、
最
終
業
務
委
託

報
告
書
を
受
理
し
て
い
な
い
、
確
認
し
て
い
な
い
、
と
い
う
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

（
４
）
暫
定
的
な
停
止
勧
告
に
つ
い
て

暫
定
的
な
停
止
勧
告
は
、
財
務
会
計
行
為
の
停
止
と
い
う
行
政
活
動
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
行
為
の
違
法
性
に
係
る
も
の
に
限
ら
れ
、
当
該
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当

な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
要
件
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
相
当
な
理
由
と
は
、
社
会
通
念
上
客
観
的
に
見
て
合
理
的
な
場
合
を
言
い
、
勧
告
を
行
う
ま
で
の

根
拠
は
不
要
で
あ
る
も
の
の
、
相
当
程
度
具
体
的
な
証
拠
に
基
づ
い
て
違
法
で
あ
る
こ
と
が
疎
明
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

本
件
請
求
に
お
い
て
は
、
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
証
拠
、
関
連
す
る
規
程
等
の
提
出
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

が
直
ち
に
違
法
で
あ
る
こ
と
の
裏
付
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
確
認
の
結
果
、
関
係
法
令
・
基
準
等
に
基
づ
い
て

適
正
に
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
思
料
す
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

暫
定
的
な
停
止
勧
告
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

上
記
の
と
お
り
、
再
整
備
計
画
に
基
づ
く
展
望
台
の
建
設
は
、
関
係
法
令
・
基
準
等
に
基
づ
い
て
適
正
に
事
務
処

理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
に
は
該
当
せ
ず
、
請
求
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人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
請
求
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

３
意
見

本
件
監
査
の
結
果
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
監
査
委
員
と
し
て
の
意
見
を
次
の
と
お
り
述
べ
る
。

福
岡
県
で
は
、
県
の
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
の
中
で
、
世
代
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
人
が
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
生
活
し
、
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
県
の
目
指
す
べ
き
基
本
方
向
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
施
策
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
防
犯
や
事
故
の
抑
止
、
災
害
へ
の
備
え
は
も
と
よ
り
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
も
ま
た
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
県
が
取
り
組
む
べ

き
当
然
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
監
査
の
結
果
、
本
件
展
望
台
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
安
全
面
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
に
は
、

一
定
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
違
法
、
不
当
な
点
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
展
望
台
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
代
替
措
置

な
ど
、
今
後
必
要
な
対
応
策
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
今
後
具
体
的
な
対
応
策
を

検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
安
全
性
の
確
保
や
高
齢
者
・
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
丁
寧
な
説
明
と
検
討
を
行
う
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

ま
た
、
既
存
施
設
に
お
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
可
能
な
限
り
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
認
め

ら
れ
た
も
の
の
、
一
部
補
修
が
行
き
届
か
ず
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
る
施
設
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

今
後
、
新
た
な
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
展
望
台
等
の
新
た
に
整
備
す
る
施
設
の
み
な
ら
ず
、

既
存
施
設
を
含
め
て
、
公
園
全
体
の
施
設
の
利
用
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
な
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

西
公
園
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
地
域
の
声
を
聴
き
な
が
ら
連

携
し
て
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
公
園
利
用
者
や
地
域
住
民
等
の
多
様
な
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
合
意
形
成
に
努
め
な
が
ら
、
共
に
よ
り
良
い
公
園
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料6,900円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習会の当日は、筆記用具（ボールペン）、講習通知書及びテキスト「猟銃等取

扱読本」を必ず持参すること。

　⑸　講習会に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑹　会場の都合等により、講習会の場所が隣接警察署等に変更となる場合もあるが、

その場合は、事前に受講希望者に連絡する。

福岡県公安委員会告示第285号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３第１項の規定に基づく猟

銃及び空気銃の取扱いに関する講習会（経験者に対する講習会）を次のとおり開催する

ので、銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号）第21条第２項の規定によ

り告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　講習会の日時、場所

日　　時 場　　所 開催警察署

令和７年11月３日（月）
午後９時30分～午後０時30分

福岡市城南区七隈七丁目41番15号
　城南警察署　会議室 城南警察署

令和７年11月21日（金）
午後１時30分～午後４時30分

久留米市東櫛原町1002番地２
　久留米警察署　会議室 久留米警察署

令和７年11月24日（月）
午後１時30分～午後４時30分

北九州市小倉北区大門一丁目６番19号
　小倉北警察署　会議室 小倉北警察署

２　講習の科目

　⑴　猟銃及び空気銃の所持に関する法令

　⑵　猟銃及び空気銃の使用、保管等の取扱い

　⑶　教養効果測定

３　注意事項

　⑴　受講希望者は、講習受講申込書に所定の事項を記入し、写真（申込み前６か月以

内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３センチメートル、横2.4センチ

福岡県公安委員会告示第284号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３第１項の規定に基づく猟

銃及び空気銃の取扱いに関する講習会（初心者に対する講習会）を次のとおり開催する

ので、銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号）第21条第２項の規定によ

り告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　講習会の日時、場所

　⑴　講習会の日時

　　　令和７年11月27日（木）　午前10時00分から午後５時30分までの間

　⑵　講習会の場所

　　　久留米市東櫛原町1002番地２　久留米警察署　会議室

　⑶　受講対象者

　　　福岡県内に住所を有する者

　⑷　受講可能人員

　　　20名

２　講習の科目

時　　　間 科　　　目

午前10時00分～午後３時30分 猟銃及び空気銃の所持に関する法令
猟銃及び空気銃の使用、保管等の取扱い

午後３時30分～午後４時30分 講習結果に対する考査

午後４時30分～午後５時30分 考査結果の公表
（合格者に対する講習修了証明書の交付）

３　注意事項

　⑴　受講希望者は、講習受講申込書に所定の事項を記入し、写真（申込み前６か月以

内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３センチメートル、横2.4センチ

メートルのもの）を添えて、住所地を管轄する警察署に申し込むこと。

　⑵　上記申込みは、受講日の１週間前までにすること。
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３　注意事項

　⑴　受講希望者は、技能講習受講申込書に所定の事項を記入し、住所地を管轄する警

察署に申し込むこと。

　⑵　上記申込みは、受講日の１か月前までに申し込むこと。

　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料14,000円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習の当日は、所持許可証、技能講習通知書、技能講習に用いる銃砲及び当該銃

砲に適合し、かつ、福岡県立総合射撃場で使用可能な実包を必ず持参すること。

　⑸　講習の当日は、耳栓、ベスト、雨具等射撃する際に必要な用具を必ず持参するこ

と。

　⑹　講習時間の都合上、射撃の練習を行う時間がないので、受講者は、事前に射撃の

練習をするように努めること。

　⑺　ライフル銃技能講習と散弾銃技能講習を同一日に受講することはできないので、

各々別の日に受講すること。

　⑻　講習に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑼　気象状況等により講習時間を変更する場合は、福岡県立総合射撃場が、事前に受

講希望者に連絡する。

福岡県公安委員会告示第287号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３の２第１項の規定に基づ

くクロスボウの取扱いに関する講習会（初心者に対する講習会）を次のとおり開催する

ので、銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号）第24条第２項の規定によ

り告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　講習会の日時、場所

　⑴　講習会の日時

　　　令和７年11月16日（日）　午前10時00分から午後５時00分までの間

　⑵　講習会の場所

メートルのもの）を添えて、住所地を管轄する警察署に申し込むこと。

　⑵　上記申込みは、受講日の１週間前までにすること。

　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料3,000円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習会の当日は、筆記用具、講習通知書及びテキスト「猟銃等取扱いの知識と実

際」を必ず持参すること。

　⑸　講習会に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑹　会場の都合等により、講習会の場所を変更する場合がある。その場合は、事前に

受講希望者に連絡することとなるので注意すること。

福岡県公安委員会告示第286号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の５第１項に基づく猟銃の操

作及び射撃の技能に関する講習（技能講習）を次のとおり開催するので告示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　散弾銃技能講習

日　　時 場　　所 射撃方法 受講可能人員

令和７年12月４日（木）
午前９時00分～午後５時00分

筑紫野市大字柚須原
223番地25
福岡県立総合射撃場

トラップ射撃 18名

令和７年12月11日（木）
午前９時00分～午後５時00分

筑紫野市大字柚須原
223番地25
福岡県立総合射撃場

トラップ射撃 18名

令和７年12月18日（木）
午前９時00分～午後５時00分

筑紫野市大字柚須原
223番地25
福岡県立総合射撃場

トラップ射撃 18名

２　ライフル銃技能講習・ライフル銃及び散弾銃以外の猟銃技能講習

日　　時 場　　所 射撃方法 受講可能人員

令和７年12月４日（木）
午前９時00分～午後５時00分

筑紫野市大字柚須原
223番地25
福岡県立総合射撃場

大口径
ライフル射撃 15名
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　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　講習会の日時、場所

　⑴　講習会の日時

　　　令和７年11月２日（日）午前９時00分から午後０時00分までの間

　⑵　講習会の場所

　　　福岡市博多区東公園７番７号

　　　福岡県警察本部４階　生活安全部会議室

　⑶　受講対象者

　　　福岡県内に住所を有する者

２　講習の科目

　⑴　クロスボウの所持に関する法令

　⑵　クロスボウの使用、保管等の取扱い

　⑶　教養効果測定

３　注意事項

　⑴　受講希望者は、講習受講申込書に所定の事項を記入し、写真（申込み前６か月以

内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３センチメートル、横2.4センチ

メートルのもの）を添えて、住所地を管轄する警察署に申し込むこと。

　⑵　上記申込みは、受講日の１週間前までにすること。

　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料3,000円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習会の当日は、筆記用具、講習通知書及びテキスト「【経験者用】クロスボウ

取扱読本」を必ず持参すること。

　⑸　講習会に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑹　会場の都合等により、講習会の場所を変更する場合がある。その場合は、事前に

受講希望者に連絡することとなるので注意すること。

福岡県公安委員会告示第289号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第９条の14第１項の規定に基づく年

　　　福岡市博多区東公園７番７号　福岡県警察本部４階　生活安全部会議室

　⑶　受講対象者

　　　福岡県内に住所を有する者

　⑷　受講可能人員

　　　20名

２　講習の科目

時　　　間 科　　　目

午前10時00分～午後３時30分 クロスボウの所持に関する法令
クロスボウの使用、保管等の取扱い

午後３時30分～午後４時30分 講習結果に対する考査

午後４時30分～午後５時30分 考査結果の公表
（合格者に対する講習修了証明書の交付）

３　注意事項

　⑴　受講希望者は、講習受講申込書に所定の事項を記入し、写真（申込み前６か月以

内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３センチメートル、横2.4センチ

メートルのもの）を添えて、住所地を管轄する警察署に申し込むこと。

　⑵　上記申込みは、受講日の１週間前までにすること。

　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料6,900円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習会の当日は、筆記用具（ボールペン）、講習通知書及びテキスト「クロスボ

ウ取扱読本」を必ず持参すること。

　⑸　講習会に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑹　会場の都合等により、講習会の場所が隣接警察署等に変更となる場合もあるが、

その場合は、事前に受講希望者に連絡する。

福岡県公安委員会告示第288号

　銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の３の２第１項の規定に基づ

くクロスボウの取扱いに関する講習会（経験者に対する講習会）を次のとおり開催する

ので、銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号）第24条第２項の規定によ

り告示する。
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　⑸　講習会に関する問い合わせは、住所地を管轄する警察署に対して行うこと。

　⑹　会場の都合等により、講習会の場所を変更するときは申請者宛に連絡する。

福岡県公安委員会告示第295号

　道路交通法（昭和35年法律第105号。以下「法」という。）第99条の２第４項第１号

イの規定に基づき、技能検定員審査を実施するので、技能検定員審査等に関する規則（

平成６年国家公安委員会規則第３号。以下「規則」という。）第２条の規定により、次

のように公示する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　審査の種類

　　技能検定員審査

２　審査に係る運転免許の種類

　　法第84条第３項及び第４項に規定する運転免許の種類とする。

　　ただし、小型特殊免許、原付免許、大型特殊第二種免許及び牽引第二種免許を除く

。

３　審査の方法

　　規則第４条第１項又は同条第２項に規定する審査方法によって実施する。

４　審査の実施年月日時、場所等

日　　　　　時 項目 場　　　　　　　所 審査種別

令和７年11月４日（火曜日）
午前９時00分から午後３時00
分まで

知識
福岡市中央区天神四丁目４番27号
ベストアメニティ天神ビル
福岡県指定自動車学校協会令和７年11月５日（水曜日）　

午前９時00分から午後３時00
分まで

令和７年11月10日（月曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

技能

遠賀郡遠賀町大字今古賀81番地の
５
おんが自動車学校

大型、中型、準中
型、大型特殊、牽
引、大型第二種、
中型第二種及び普
通第二種免許

少射撃資格の認定のための講習会（年少射撃資格講習会）を次のとおり開催するので、

銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号）第36条第１項の規定により告示

する。

　　令和７年10月３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　講習会の日時、場所等

　⑴　講習会の日時

　　　令和７年11月３日（月）午前10時00分から午後５時00分までの間

　⑵　講習会の場所

　　　福岡市博多区東公園７番７号　福岡県警察本部４階生活安全部会議室

　⑶　受講対象者

　　　福岡県内に住所を有する者で年少射撃資格の認定を受けようとするもの

２　講習の時間及び科目

時　　　間 科　　　目

午前10時00分～午後３時30分 空気銃の所持に関する法令
空気銃の使用の方法

午後３時30分～午後４時30分 講習結果に対する考査

午後４時30分～午後５時30分 考査結果の公表
（合格者に対する講習修了証明書の交付）

３　注意事項

　⑴　受講希望者は、年少射撃資格講習受講申込書に所定の事項を記入し、写真（申込

み前６か月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３センチメ－トル、

横2.4センチメ－トルのもの）を添えて、住所地を管轄する警察署に申し込むこと

。

　⑵　上記申込みは、開催日の一週間前までに行うこと。

　⑶　受講申込者は、申込みの際に手数料9,800円（福岡県領収証紙）を納付すること

。

　⑷　講習会の当日は、筆記用具（ボールペン）、講習通知書及びテキスト「空気銃・

空気けん銃取扱読本」を必ず持参すること。
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　　　※　郵送による審査申請を行う場合は、必ず郵便書留によること。

　⑵　受付期間

　　ア　審査申請の受付期間は、公示の日から令和７年10月21日（火曜日）まで（福岡

県の休日を定める条例（平成元年福岡県条例第23号）に規定する県の休日を除く

。）の午前８時30分から午後５時15分までとする。

　　イ　郵送による審査申請の申込みは、公示の日から令和７年10月21日（火曜日）ま

での消印があるものを有効とする。

６　その他

　⑴　審査を受ける際は、運転免許証（仮運転免許証を除く。）又は免許情報記録個人

番号カードを携帯しておくこと。

　⑵　第二種免許に係る審査を受審する者は、当該第二種免許に対応する第一種免許に

係る技能検定員資格者証を受けていること。

　⑶　審査に合格した者に対しては、技能検定員審査合格証明書を交付する。

　⑷　審査に合格した者であっても、法第99条の２第４項第２号イからホまでのいずれ

かに該当する者は、技能検定員資格者証の交付を受けることはできない。

　⑸　審査手続等の問い合わせは、福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係に対

して行うこと。

　　　　　　　　　　　　　連 絡 先　福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係

　　　　　　　　　　　　　郵便番号　811－1392

　　　　　　　　　　　　　所 在 地　福岡市南区花畑４丁目７番１号

　　　　　　　　　　　　　電話番号　092－566－2892

　福岡県公告式条例（昭和25年福岡県条例第46号）第５条第１項において準用する同条

例第２条第２項ただし書の規定により掲示したものを、ここに再掲する。

　公告

　福岡県職員採用選考試験（後期）を次のとおり実施する。

　　令和７年10月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県人事委員会委員長　　馬　場　貞　仁　　

令和７年11月11日（火曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

糟屋郡志免町王子一丁目28番16号
アイルモータースクール博多の森

大型二輪及び普通
二輪免許

令和７年11月12日（水曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

福岡市西区姪の浜一丁目１番67号
姪浜ドライビングスクール 普通免許

５　審査の申請手続及び受付期間	

　⑴　審査の申請手続

　　ア　提出書類

　　　○　審査申請書（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景、縦

３センチメートル、横2.4センチメートルの写真を貼付したもの）

　　　○　審査自動車を運転することができる運転免許証（仮運転免許証を除く。）両

面の写し

　　　　　なお、免許情報記録個人番号カードによる場合は、これを提示すること。

　　　○　次の表に掲げる審査手数料（福岡県領収証紙によること。）

審査に係る運転免許の種類 審査手数料

大型免許、中型免許及び準中型免許 23,750円

普通免許 19,800円

大型二輪免許、普通二輪免許、大型特殊免許及び牽引免許 14,450円

大型第二種免許、中型第二種免許及び普通第二種免許 22,200円

　　　○　規則第17条及び附則による審査細目の一部を免除される者に該当する場合は

、これを証明する書面

　　　　※　審査申請書は、福岡県警察本部交通部運転免許試験課で交付する。

　　　　　　郵便により審査申請書を請求する場合は、宛先及び郵便番号を明記し、

110円切手を貼付した返信用封筒を必ず同封すること。

　　　　※　審査申請書を受理した後は、理由の如何にかかわらず審査手数料の返還は

行わない。

　　イ　提出先

　　　　福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係
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１
 
採
用
職
種
（
区
分
）
、
採
用
予
定
数
、
職
務
内
容
及
び
採
用
時
勤
務
予
定
場
所
 

  

職
種
・
区
分

 
採
 
用

 
予
定
数

 
職
 
 
務
 
 
内
 
 
容

 
採
用
時
勤
務
予
定
場
所

 

研 究 職 員  

機
械
Ｂ

 
（
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
）

 
１
名

 

家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
等
の
木
質
製
品
を
対
象
と
し
た
、

3
次
元

CA
D

/C
AM

/C
AE

に
よ
る
設
計
・
解
析
・
造

形
及
び
製
品
強
度
評
価
に
関
す
る
研
究
、
試
験
、
技

術
指
導
、
人
材
育
成

 

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

 
（
イ
ン
テ
リ
ア
研
究
所
）

 

機
械
Ｂ

 
（
熱
流
体
解
析
）

 
１
名

 
熱
流
体
解
析
を
活
用
し
た
設
計
及
び
熱
や
流
体
の
測

定
評
価
に
関
す
る
研
究
、
試
験
、
技
術
指
導
、
人
材

育
成

 

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

 
（
機
械
電
子
研
究
所
）

 

化
学
Ｂ

 
１
名

 
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
の
設
計
、
製
造
（
原
料
、
成
形
、

焼
結
、
加
工
、
検
査
）
及
び
材
料
評
価
に
関
す
る
研

究
、
試
験
、
技
術
指
導
、
人
材
育
成

 

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

 
（
化
学
繊
維
研
究
所
）

 

薬
学

 
１
名

 
食
品
、
医
薬
品
、
化
学
物
質
等
に
関
す
る
理
化
学
的

な
試
験
研
究
及
び
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
等
に
関
す
る
微

生
物
学
的
な
試
験
研
究

 
保
健
環
境
研
究
所

 

船 員  

機
関

 
１
名

 
船
舶
の
機
関
の
運
転
、
漁
業
取
締
り
及
び
調
査
観
測

業
務
並
び
に
司
厨
業
務

 

農
林

水
産

部
水

産
局

漁
業

管
理

課
、

水
産

海
洋

技
術

セ
ン
タ
ー

 

保
 
育
 
士

 
３
名

 
程
度

 
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
保
育
士
の
業
務

 
児
童
相
談
所
、
福
岡
学
園
、

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
新

光
園

 

職 業 指 導 員  

機
械
・
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
系

 
１
名

 

機
械
・
電
気
保
全
、
制
御
機
器
組
立
て
、
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
、
汎
用
工
作
機
械
、

N
C
工
作
機
械
に
よ
る
切

削
加
工
、
機
械
設
計
・
製
図
等
に
関
す
る
職
業
訓
練

指
導

 

県
立
高
等
技
術
専
門
校
、

 
福

岡
障

害
者

職
業

能
力

開

発
校

 

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ

ス
系

 
１
名

 

簿
記
会
計
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
事
務
に
必
要

な
一
般
常
識
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
と
し
た
Ｏ
Ａ
機
器
の
操
作
方
法
や
文
書
処
理

に
関
す
る
職
業
訓
練
指
導

 

県
立
高
等
技
術
専
門
校
、

 
福

岡
障

害
者

職
業

能
力

開

発
校

 

 
（
注
１
）
採
用
予
定
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

（
注
２
）
採
用
後
、
勤
務
場
所
の
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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 ２
 
受
験
資
格
 

 

採
用
職
種
 

（
区
分
）
 

受
 

験
 
資

 
格

 

研  究  職  員  

機
械
Ｂ

 
（
家
具
・
イ
ン
テ

リ
ア
）

 
大
学
院
（
修
士
課
程
又
は
博
士

課
程
前
期
）
に
お
い
て
、
各
区

分
に
応
じ
た
業
務
に
必
要
な
専

攻
学
科
等
を
修
め
て
修
了
し
た

者
若
し
く
は
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
修
了
見
込
み
の
者
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す

る
者

 

①
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
１
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

 
②
平
成
１
４
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
大
学
院

（
修

士
課

程
又
は
博

士
課

程
前

期
）
に
お
い
て
、
各
区
分
に
応
じ

た
業

務
に

必
要

な
専
攻

学
科

等

を
修
め
て
修
了
し
た
者
又
は
令
和

８
年
３
月
ま
で
に
修
了
見
込
み
の

者
 

日
本
国
籍

を
有

す
る

者
、
又
は

日
本
国
籍

を
有

し
な
い

者
で
あ

っ
て
も
、現

に
日

本
に
永
住

し
て

い
る
者

 

機
械
Ｂ

 
（
熱
流
体
解
析
）

 

化
学
Ｂ

 

薬
学

 

船
 

員
 

機
関

 

五
級
海
技
士
（
機
関
）
以
上
の

免
許
（
内
燃
機
関
の
限
定
を
含

む
。）
を
有
す
る
者
又
は
令
和
８

年
６
月
ま
で
に
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
者

 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

 
日
本
国
籍

を
有

す
る
者

 

保
育
士

 
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又

は
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
資
格

を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

 

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

 

日
本
国
籍

を
有

す
る

者
、
又
は

日
本
国
籍

を
有

し
な
い

者
で
あ

っ
て
も
、現

に
日

本
に
永
住

し
て

い
る
者

 

職  業  指  導  員  

機
械
・
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
系

 
職

業
能

力
開

発
促
進
法
第
２

８
条
に
よ
る
職
業
訓
練
指
導
員

免
許
を
有
す
る
者
又
は
同
免
許

の
取
得
資
格
を
有
す
る
者

 

昭
和
３
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者

 

日
本
国
籍

を
有

す
る

者
、
又
は

日
本
国
籍

を
有

し
な
い

者
で
あ

っ
て
も
、現

に
日

本
に
永
住

し
て

い
る
者

 

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ

ス
系

 

（
注
）
こ
の
試
験
を
受
験
で
き
な
い
者

 
・
地
方
公
務
員
法
第
１
６
条
に
該
当
す
る
者

 
   ３
 
試
験
の
期
日
、
場
所
等
 

 
 

試
験
職
種

 
試
験
種
目

 
試
験
の
期
日

 
試
験
の
場
所

 

第 １ 次 試 験  

研
究
職
員

 
職
業
指
導
員

 
専
門
試
験

 
論
文
試
験

 

令
和
７
年
１
１
月
９
日
（
日
）
 

福
岡
県
千
代
合
同
庁
舎

 
（

福
岡
市
博
多

区
千
代

１
―
２
０
－

３
１

）
）

 

船
員

 
教
養
試
験

 
福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎

 
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１
－
８
－
８
）

 
保
育
士

 
教
養
試
験

 
専
門
試
験
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試
験
職
種

試
験
種
目

試
験
の
期
日

試
験
の
場
所

第 ２ 次 試 験

研
究
職
員

人
物
試
験

受
験
資
格

等
の

調
査

令
和
７
年
１
２
月
上
旬
 

福
岡
県
内

船
員

保
育
士

作
文
試
験

人
物
試
験

受
験
資
格

等
の

調
査

職
業
指
導
員

実
技
試
験

人
物
試
験

受
験
資
格

等
の

調
査

４
 
合
格
者
の
発
表
 

時
 
期

発
 
表
 
方
 
法

第
１
次
合
格
者
発
表

令
和
７
年
１
１
月
下
旬

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
前
廊
下
に
合
格
者
の
受
験
番
号

を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

最
終
合
格
者
に
は
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

最
終
合
格
者
発
表

令
和
７
年
１
２
月
下
旬

（
注
）
合
格
者
に
郵
送
す
る
合
格
通
知
は
、
郵
便
事
故
な
ど
の
た
め
延
着
、
不
着
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
掲
示

場
所
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

５
 
採
用
予
定
時
期
 

 
 
合
格
者
の
採
用
は
、
原
則
と
し
て
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
の
予
定
で
す
。
 

６
 
受
験
手
続
 

（
１
）
受
付
期
間
 

令
和
７
年
１
０
月
６
日
（
月
）
９
時
か
ら
同
年
１
０
月
１
７
日
（
金
）
１
７
時
ま
で

（
２
）
申
込
方
法
 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
の
み
で
す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
福
岡
県
職
員
採
用
試
験
」

に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
職
員
採
用
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
福
岡
県
職
員
採
用
試
験
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
s:
//
ww
w.
pr
ef
.f
uk
uo
ka
.l
g.
jp
/c
on
te
nt
s/
sa
iy
o.
ht
ml
）

７
 
試
験
案
内
の
配
布
場
所
 

ア
福
岡
県
庁
内

・
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

・
県
庁
１
階
総
合
案
内
・
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

イ
出
先
機
関
等

・
東
京
・
大
阪
の
各
福
岡
県
事
務
所

・
ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階
文
化
観
光
情
報
ひ
ろ
ば

・
県
内
各
地
の
福
岡
県
総
合
庁
舎
 
等

８
 
そ
の
他
 

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〒
８
１
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